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会議録 

会議の名称         令和８年度第１回つくば市障害者計画策定懇談会 

開催日時 令和８年６月 29日（月）午前 10時 00分開会・午前 11時 30分閉会 

開催場所 つくば市役所２階 防災会議室２・３ 

事務局（担当課） 福祉部障害福祉課 

出

席

者 

委員 森地 徹   磯田 恭子   浅井 知枝   末森 明夫 

根本 典子  細島 映利奈  細田 忠博   篠﨑 純一    

武田 真浩  後藤 真紀   奈良部 和子  菊地 奈美子 

菅野 慎也  津梅 光子   飯島 弥生 

事務局 福祉部   部長 根本 祥代      次長 日下 永一 

障害福祉課 課長 岡田 治美      課長補佐 中村 央子 

統括医療技士 倉持 博子  係長 海老原 恵梨子 

係長 松島 恵理      係長 松本 和香 

主任 近藤 秀将      主任 角野 実沙子 

障害者地域支援室 室長 飯田 強  

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数    ２ 人 

非公開の場合は

その理由 

 

 

議題 第２期つくば市障害者プランの骨子案について  

会議録署名人  確定年月日   

会 

議 

次 

第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 議題 

４ その他 

５ 閉会 

議  事  の  経  過 

○事務局 

定刻には少し早いですが、皆様お揃いになりましたので始めさせていただければと思いま

す。これより、令和８年度第１回つくば市障害者計画策定懇談会を始めます。まず初めに、

福祉部部長の根本より御挨拶を申し上げます。 

 

○福祉部長 

部長の根本でございます。本日は大変お忙しいところ、令和８年度第 1回つくば市障害者計

画作成懇談会に御出席いただきまして誠にありがとうございます。昨年度は二度の懇談会に

おいて、アンケート・ヒアリング調査やつくば市障害者プラン改定版の進捗評価について、
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委員の皆様それぞれの立場から貴重な御意見をいただき、ありがとうございました。 

今年度は第２期つくば市障害者プランを策定し公表することになっております。本日の懇談

会では、国からの指針に基づき作成しました骨子案について、皆様から御意見をいただきた

く存じます。その後は素案の作成、パブリックコメントの実施、計画の最終案作成という流

れで進めていきます。素案の作成時と最終案作成時にも、それぞれ懇談会を開催する予定と

なっておりますので、引き続き御協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

最後になりますが本懇談会は多様な視点から多くの御意見をいただき、より実効性のある計

画とすることを目的の一つとしておりますので、委員の皆様には忌憚のない御意見をいただ

きたいと存じます。 

簡単ではございますが私の御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

○事務局  

ありがとうございました。続きまして、森地座長より御挨拶をお願いいたします。 

 

○座長  

皆様おはようございます。本日第２期つくば市障害者プランの骨子案ということで、冊子に

書いております。すでに皆様におかれましてはお目通しいただいてるかと存じますが、内容

に関しまして、期間や構成であるとか、あとはそこに示されてる内容につきましてはもし何

か御意見があれば、忌憚のない御意見をいただければと存じますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

○事務局  

座長ありがとうございました。まず事務局からの御連絡です。本日机上配付させていただき

ました「追加資料 事務局名簿」を御覧ください。令和 7年度第 1回つくば市障害者計画策

定懇談会で配付させていただいた事務局名簿に変更が生じたため、改めて御紹介させていた

だきます。 

福祉部長の根本です。 

福祉部次長の日下です。 

障害福祉課長の岡田です。 

障害福祉課課長補佐の中村です。 

統括医療技士の倉持です。 

福祉サービス係長の松島です。 

総合支援係長の海老原です。 

福祉連携係長の松本です。 

福祉サービス係主任の近藤です。 

障害者地域支援室長の飯田です。 

私、福祉サービス係主任の角野です。 

よろしくお願いいたします。 
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続いて会議の公開に関する御連絡です。 

つくば市障害者計画策定懇談会につきましては、市政運営の透明性の向上を図ることを目的

とする「つくば市附属機関の会議及び懇談会等の公開に関する条例」により、この会議を公

開することとしておりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは議題に移ります。 

ここからは座長に進行をお願いしたいと思います。 

森地座長、よろしくお願いいたします。 

 

〇座長  

それではここから着座にて失礼させていただきます。 

それでは、議題の１、つくば市障害者プラン骨子案について事務局より説明をお願いします。 

 

○事務局  

はい。 

本日の資料は、第２期つくば市障害者プラン骨子案と、本日机上配付させていただきました

追加資料「主な変更点」の 2つとなります。追加資料については、すべての変更点を記載し

ているものではないため、適宜、現行のプランと見比べていただければと存じます。 

資料に不足等がございましたら、随時事務局までお声掛けください。 

それでは、議題のつくば市障害者プランの骨子案について説明させていただきます。 

骨子案表紙の右下を御覧ください。現行のプランに引き続き、視覚障害を持つ方の読み取り

機への対応のため、こちらに読み取りコードを入れさせていただいております。これはすべ

てのページに印字する予定となっております。 

それでは 2枚めくっていただきまして、目次を御覧ください。構成については現行のプラン

から一部変更をしておりまして、例えば、各論１、第１章第１節の「計画の基本理念」につ

いては、現行のプランだと総論の第 1章に入れていたものをこちらに移しています。また、

現行のプランで総論の第 2章に入れていたアンケート調査・ヒアリング調査の概要は、今回

は総論第１章第５節の計画の策定体制の中へ入れています。また、進捗評価については、同

じ章の第６節「計画の推進体制」の中に入れています。 

３枚めくっていただきまして、２ページを御覧ください。すみませんページ番号が消えてい

るかもしれないですけれども、（３）の SDGsの関係というところについては、現行のプラン

には掲載されておりませんが、つくば市未来構想で言及されているほか、本計画においても

実際に関わりがあり、今後意識して取り組むべきであると判断したため、新たに記載してお

ります。 

続きまして 5ページを御覧ください。アンケート及びヒアリングの調査結果については、つ

くば市のホームページに掲載をし、そのページの URLと QRコードを記載することで、関心

のある方は、細かい内容まで確認できるようにいたします。 

続きまして６ページを御覧ください。ここから９ページまで進捗評価の結果を掲載していま

す。 

こちらも先ほどのアンケート・ヒアリング調査と同じページに詳細を掲載するため、そのペ



4 

 

ージの URLと QRコードをこちらに記載します。 

続きまして 10ページを御覧ください。ここから 19ページまでは統計データを掲載していま

す。 

人口世帯数については、毎年度 10月１日時点の情報を掲載しているため、データが入り次

第記載いたします。 

２の障害者手帳等所持者の推移を御覧ください。またお配りした追加資料「主な変更点」の

８ページを御覧ください。追加資料の左のところを見ていただきますと、これが現行なので

すが、現行だと、精神障害の中に自立支援医療受給者証の所持者数を入れていたんですけれ

ども、精神障害者保健福祉手帳の所持者と結構重複していたので、あとこの自立支援医療に

関しては、他のページで言及しているため、今回のグラフでは精神障害の中から自立支援医

療手帳の所持者というのを外させていただいております。 

続きまして骨子案の 21ページを御覧ください。令和９年４月に児童発達支援センターを開

設し、福祉支援センターで行っている児童発達支援事業がそちらに移行するため、各福祉支

援センターについては、地域活動支援センター事業の利用定員のみを掲載しています。こち

らの資料にあります福祉支援センター谷田部なのですが、ここの１日当たりの利用定員が今

15名となっているんですけれども、こちら正しくは 30名になります。お手数ですが、訂正

をお願いいたします。申し訳ございませんでした。そして児童発達支援センターについては、

まだ名称が決定していないため、骨子案では御覧の通りの表記としております。 

続いて 22ページと 23ページを御覧ください。また追加資料「主な変更点」の 10ページを

御覧ください。第２節の基本目標及び第３節の「計画の体系」については、現行プランから

一部変更させていただいております。基本目標 1の「権利擁護の推進」、「障害理解の促進」

について、現行は基本目標１が「共生のまちづくりの推進」だったのですけれども、ここに

ある内容が障害理解の促進や重層的な支援体制の構築など、他の基本目標とも関わりが深い

ことから、こちらを解体して振り分けを行い、共生社会を形づくる上で根幹となる部分だと

考える、「権利擁護の推進」、「障害理解の促進」を基本目標の１に持っていきました。 

基本目標２の「安心・安全な暮らしの確保」について、現行プランの基本目標に「生活環境

の整備促進」は主にハード面の整備について記載されているものの、これにより目指すとこ

ろの多くは安心安全な暮らしの確保であると判断し、今回の骨子案では統合しております。 

なお、骨子案の 2－4「防災体制の充実」については、現行のプランでは「防犯・防災体制の

充実」となっています。市として防犯について取り組んでいないということは決してないも

のの、障害者等に特化した取り組みは行っていないこと、あと、アンケート調査やヒアリン

グ調査では、防災に関する課題意識がかなり読み取れた一方で、防犯に関してはあまり読み

取れなかったということで、防犯という文言を取り除いてほしいという要望が庁内でありま

した。こちらの計画は障害者に特化したもののみを掲載するものではないと考えているとこ

ろですが、本日、委員の皆様にお集まりいただいていることですので、御意見をいただけれ

ばと思います。 

続きまして、骨子案の基本目標 3については、ほぼ現行と同様ですが、現行のプランにある、

6-2「早期発見体制の充実」について、療育との繋がりが深いことから、その下の基本目標

４「教育・療育の充実」に移しています。 
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基本目標４については、4－3「保護者やきょうだい児への支援」を追加して、障害児の家族・

家庭に対する支援にも取り組んでいくことを強調しているほか、現行プランの 7－2「学校教

育の充実」にある内容は、インクルーシブ教育の普及を図る上でも重要となる、誰もが適切

な指導・支援を受けることができる環境づくりに資するものであることから、4-4「インク

ルーシブ教育の普及」としています。 

基本目標５「自立した地域生活のための支援の充実」については、現行プランの 1－2「地域

づくり」と、5-2「保健・医療・福祉・教育の連携」を統合して地域での支援体制の整備と

しています。 

基本目標６については、現行プランと同様となっております。 

基本目標７については、現行プランの基本目標９「文化芸術・スポーツレクリエーション活

動の充実」を社会参加の促進の一環と考え、施策の展開の方へ移しています。 

また、社会参加の促進を図る上で、他者との交流やコミュニケーション手段の確保、必要な

情報を誰でも入手利用できる環境整備が必要であるという考えから、人との関わりをつなぐ

「ボランティア活動の促進」と「コミュニケーション手段の確保と情報利用の円滑化」をこ

の基本目標に入れています。 

続きまして、骨子案の 24ページを御覧ください。また、追加資料の 11ページを御覧くださ

い。 

現行のプランよりつくば市の現状やアンケート、ヒアリング調査との結びつきをわかりやす

くするため、構成を大きく変更いたしました。事業名と概要が空白になっていますが、こち

らについては、今回の懇談会で委員の皆様からいただいた御意見等をまとめ、必要に応じて、

この前の体系図を改定して、各担当課と共有し中身を記載していくこととなります。 

続きまして、各論２、第８期つくば市障害福祉計画、第２期つくば市障害児福祉計画につい

て説明させていただきます。 

骨子案の 43ページを御覧ください。こちらのページから 71ページまで、福祉サービス等の

見込み量などを記載していきます。44ページを御覧ください。このように、サービスの概要、

令和８年度までの実績分析と令和９年度から 11年度までの見込み量・見込みの根拠を記載

していきます。なお、本年度の実績の基準日が７月末となっており、そこから見込み量を算

定していくため、今後の見込みは現時点で空白となっております。 

続きまして、72ページを御覧ください。ここからは国からの指針をもとに目標を定め、記載

していきます。ここからの内容については、課内で検討している最中であるため、次回の懇

談会で案を出させていただきます。 

最後に資料として、現行のプランと同様、計画策定の経過、要項、委員名簿を掲載いたしま

す。 

続きまして、追加資料の 13ページを御覧ください。フォントについて、現行のプランでは

一部の見出しはゴシック体、その他は明朝体を使用していますが、今回の骨子案では一部の

見出しを教科書体、その他をゴシック体に変更しております。 

こちらの資料に主なユニバーサルデザインフォント 3つと事務局の案が 14ページのところ

に掲載しておりますので、より読みやすい計画になるよう、委員の皆様から御意見がありま

したら伺いたく存じます。 
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議題の説明については以上です。 

 

○座長  

はい。ありがとうございました。 

ただいまの御説明に関しまして、委員の皆様から御意見等ありましたら挙手にてお願いいた

します。いかがでしょうか。 

では私から１点、お伺いしたいんですが、先ほどの御説明の中で、各障害種別等々に対応す

るというお話をされていたかと思います。以前そういった検討もあったと思うのですが、ル

ビを振るなど、いわゆる「わかりやすい版」を、知的障害のある人向けに作られる御予定で

しょうか。あるいは、今期に関してはそこまでは行き着かないということでしょうか、教え

てください。 

 

○事務局  

ありがとうございます。 

前回に引き続き、「概要版」と「わかりやすい版」は作成する予定となっております。次回

の懇談会では内容をお出ししようと思っております。 

 

○座長  

ありがとうございます。 

実際には、そちらを拝見してからということにはなるかもしれませんが、一点、要望として、

ルビをつけていただくのはもちろん非常に重要かと思いますが、一方でその内容のわかりや

すさというところが担保できないと難しい部分もあるかと思います。ですので、内容のわか

りやすさの検討などもしていただけると、本来的な意味での、「わかりやすい版」というよ

うなことになってくるかと思いますので、御検討いただければと思います。 

他に、委員の皆様から、何かございますでしょうか。何かお気づきの点や、感想でも結構で

すが、よろしいでしょうか。 

お願いします。 

 

○末森委員  

つくば市聾者協会の末森と申します。 

資料を読ませていただきました。フォントについてですが、後でちょっと御説明したいと思

いますが、とりあえず内容については、障害者基本法と障害者総合支援法と２つの法律に基

づいて、実質的に２つの報告物を作らなければならないが、問題をうまく整理をしてくださ

って、大変ありがたいと思っています。 

お伺いしたかったことは、皆さんには申し訳ないですが、４つあります。よろしいでしょう

か。大丈夫ですか。ありがとうございます。 

１つ目。45ページ。同行援護について、手話通訳者派遣事業と盲ろう通訳介助員派遣事業は

基本的に県レベルの話なので、つくば市としては細かいことはあまり言わないという姿勢が

あります。茨城県の盲ろう通訳介助員派遣事業に関する問題がたくさんあります。できまし
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たらつくば市の判断で、本来は視覚障害者のための援護の中に、盲ろう通訳介助員派遣を含

める、その方向で検討していけるならば、盲ろうという言葉を、45ページに加えていただけ

ればありがたいと思います。 

２つ目です。手話奉仕員養成事業について、つくば市では、茨城県の中でトップクラスの予

算を作成していただいて大変ありがたいと思っています。ただ、手話奉仕員を養成した後、

手話奉仕員をどう利活用するのか、ずっと長いこと、30年以上も何もない状態です。できま

したら、手話奉仕員は単なる手話通訳者のための予備軍みたいな感じではなくて、手話通訳

者をやらなくても、手話奉仕員として何かをしたいという人たちのために、どんな利活用の

方法があるのか、市として何らかの方針を書いていただければありがたいと思っています。 

資料の 56ページ。放課後等デイサービス、障害児のためのデイサービスは少しずつ増えて

いる現状です。つくば市としても、無関心というわけではないという姿勢があることは大変

ありがたいと思っています。竹園東小学校にも難聴学級があります。実は夏休みとか冬休み

の間、家にいても、家族の中のコミュニケーションが難しいとか、近所にも友達がおらず、

困ったな、という問題が少しずつ増えています。聴覚障害を持っていない子供のデイサービ

スに、聴覚障害の子供が入ってもコミュニケーションは難しいです。逆にトラブルになった

と聞いています。出来れば、聴覚障害者だけで集まるようなデイサービスを設ける方向で検

討してほしい。文面を何か加えていただけるかどうか、よろしくお願いいたします。 

最後です。さっきお話しました 64ページの、コミュニケーション支援員という言葉があり

ます。つくば市の場合、手話通訳者の派遣があります。それとは別に、どういう形のコミュ

ニケーション支援を考えていらっしゃるのか。その中に、盲ろう通訳介助員は含まれている

のでしょうか。また、手話ができないが聴覚障害がある、そういう人のための何らかのコミ

ュニケーション支援を考えていらっしゃるのか、できる範囲でコミュニケーション支援の将

来像を書いていただければありがたいと思っています。以上です。 

 

○座長  

はい。 

ありがとうございます。今の御質問に関しまして事務局の方、いかがでしょうか。 

 

○事務局 

そうですね、委員の皆様にお集まりいただいておりますので、できれば委員の皆様からも、

御意見いただければなと、これに関して思っております。 

 

○座長 

ありがとうございます。 

今御発言いただいた内容につきまして、委員の皆様いかがでしょうか。 

４点、御意見いただきましたが、何か加えて、あるいは関連して、御意見いただける方がい

らっしゃいましたらお願いいたします。 

はい、お願いします。 
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○末森委員 

末森です。 

今回お伺いしたことは、具体的な実行プランではなくて、あくまでも将来像に対する方向性

というか。そんなに難しく考えていただかなくても構わないのかなと思っています。以上で

す。 

 

○座長  

はい、ありがとうございます。 

では、お願いいたします。 

 

○事務局 

はい。今回、障害福祉計画の方の数値目標などへの御意見をいただいてるかと思いますが、

申し訳ないですが、その障害福祉計画に関しては、各サービスの内容の説明と、これまでの

実績と今後の見込みの数値を書くものになっておりますので、どんな具体的な政策を行うか

という内容を書くところではないんですね。そういった具体的な施策に関して記載するとこ

ろとしましては、その前の、障害者計画、いわゆる 22ページ以降の計画の、基本目標の中

の施策の方向性など、そういったところで具体的な事業名、市が今後行っていく事業名や、

その概要を書くところに、検討して入れていくような形になるかとは思います。それに関し

て皆さん、もしこの政策どうだろうとか、何か御意見がありましたら伺えればとてもありが

たいです。 

 

○座長 

はい。ありがとうございます。 

今の御説明も合わせて、聴覚障害関係のことが中心だったかもしれませんが、放課後等デイ

サービスは他の障害種別にも関係することでもありますし、何か御意見等あれば、いただけ

ればと思います。 

もしないようであれば、今いただいた御意見は可能な限り、こちらのプランの方に入れてい

ただいて、もし入らない部分であっても、貴重な御意見として承れればというふうには考え

ております。 

委員の皆様の方から御意見等いかがでしょうか。 

はい。 

 

○磯田委員 

磯田です。 

先ほどの末森委員からの御意見を伺って、視覚障害プラス聴覚障害の重複の障害をお持ちの

方に対するコミュニケーション支援というあたりは、今までの調査でも数字として実態が見

えてきていない部分なのではないかなと感じましたので、今後の調査を見越していった際

に、そういった点もつくば市としてきちんと実態の把握に努めたほうがいいのではないかと

いうところの貴重な御意見を頂戴したということで私は受けとめさせていただいておりま



9 

 

す。 

おそらく今回のその計画の中に具体性を持った何かをというのは現実的にちょっと難しい

部分があるとは思うんですけれども、今後のその委員会の中で、何か検討できる材料が、今

後の調査の中で生み出していけるといいのかなというふうに思いましたし、そうした声をや

はり当事者の団体の方からもっと出てくると、実効性が伴うものになってくるのかなという

ふうに感じました。所感で、失礼します。 

 

○座長  

はい。ありがとうございました。 

他によろしいですか。あと末森委員の方からフォントのことも若干先ほど言及があったかの

ように思いますが、何かフォントに関して御意見あれば承ればと思いますけどいかがでしょ

うか。 

 

○末森委員  

末森です。 

私の職場で、自己評価表、600ページ以上の厚い報告書があります。その中でも、フォント

をどうするかということのいろいろお話があります。 

１つは、ユニバーサル教科書体はあまり良いものではないらしい、という方向が見えてきま

した。 

つまり、1つ 1つの字を識別するのにはいいのですが、特に読む分に問題があまりない人が、

いわゆる「ナナメ読み」の時、字の塊をつかむ時には、ユニバーサル教科書体というのはむ

しろ逆効果になることもあるらしいです。そういうデータが出ています。 

実際、障害者プランは厚いですよね。そのあたり、障害福祉課は、行政の中でも障害者に対

して施策のプロだと思っています。ぜひ、識字障害者にも聞いてみてください。 

本当にいいフォントの組み合わせはどうなのか、考えていただければありがたいと思いま

す。 

最後に、私の職場では、当面自己評価表でユニバーサル教科書体は使わないという方向に決

まりました。私も逆に皆さんの御意見を伺いたいと思います。よろしくお願いします。以上

です。 

 

○座長  

はい。ありがとうございます。 

貴重な情報提供をいただきました。今の末森委員からの御発言に関しまして、委員の皆様、

いかがでしょうか。案としては、修正案ということで今フォントの案が出ていますけれども、

場合によっては見にくいのではないかというようなことで、御意見挙がっております。 

関係の団体の方とか、あるいは個人的にということでも、今の末森委員からの御発言を踏ま

えて何か御意見等ありましたらいただければと思います。いかがでしょうか。 

はい、お願いします。 
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○細島委員  

細島です。 

フォントについては、末森さんがおっしゃった通り、当事者の方に聞くのが一番いいとは思

うのですが、個人的には、市役所から出された案の中で 2番か 3番がいいなと思いました。

教科書体は私も見づらいので、自分でもあまり使わないことが多いかなと思います。以上で

す。 

 

○座長  

ありがとうございます。 

そのあたりのところ例えば当事者団体の方とかに御意見を伺う機会とかっていうのはあり

ますか。事務局の方からもし作れる可能性とかあればお伺いしたいんですけど。 

 

○事務局  

はい。 

後藤委員に御相談させてください。福祉団体連絡協議会のときに聞くことは可能ですか。 

 

〇後藤委員  

大丈夫です。 

 

〇事務局  

はい。 

定例会のときにお邪魔して聞かせていただければと思います。 

よろしくお願いします。 

 

○座長  

はい。ありがとうございます。 

なるべく、関係者の方、当事者の方等々、多くの方の御意見を踏まえて、見やすいものにし

たほうがいいと思いますので、御対応よろしくお願いいたします。 

はい、お願いします。 

 

○後藤委員  

フォントについて、14ページの３と事務局案の１と３とあって、事務局案の１と３の下の「現

状課題」の部分と、左の「現状課題」の部分が同じフォントだと思うのですが、パッと見た

感じ、ちょっと見やすさが違うのですが、大きさは一緒ですか。行間が少し広いのでしょう

か。 

 

〇事務局  

一応、同じ設定にしています。教科書体とゴシックが混ざると、教科書体との間が少し空く

のかと思います。 
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○後藤委員  

はい。 

行間は空きすぎても良くないと思うのですが、少し空いた方が見やすいなと思います、私は

個人的に３がいいのですが、この「現状課題」については、右の方がいいと思います。 

来月の定例会にこれを持ってきていただくということで、承知しました。 

フォント以外に関する意見をいいですか。 

23ページの基本目標 4の「教育療育の充実」について。4－4に「インクルーシブ教育の普

及」とありますが、今日、委員としてはつくば市教育局の方がいないので、少し危惧してい

ます。教育局の方もいらっしゃった方が嬉しいなと思いました。 

それから、特別支援学校の卒業生について、17ページはつくば特別支援学校の卒業生の進路

状況になるのですが、高等部の卒業生の合計が 28で、卒業生数は 18になっていて、10名少

ないです。どういうことなのかなと思いました。石岡も合計が 20名で卒業生 16となってい

るので、卒業後どこかに行っているけど卒業していないということなのでしょうか。どうい

うことなのかお伺いしたいです。 

あと、18ページの表の一番上に肢体不自由教育部門と書いてありますが、その上にも、つく

ば特別支援学校っていうのを入れていただいたほうがいいかなと思いました。同じページで

あれば、これでいいと思うのですが、ページが変わってしまうと肢体不自由教育部門しか書

いていなくて。わかる人にはわかるかもしれませんが。 

 

○座長  

ありがとうございます。御意見と御質問ということで承りましたが、事務局の方でいかがで

しょうか。 

 

○事務局  

はい。17ページと 18ページの肢体不自由のところも卒業生の数と合計があっていなかった

りするのですが、こちらは 1人の方が複数の事業所を使っていると、それぞれでカウントし

ています。今までとカウント方法は変えていないので、たまたま一致していたのですが、令

和７年度は１人で３～４事業所使ってる方が結構いるということで、こういうふうになって

います。 

あと御意見いただいた 18ページのところですが、こちらおっしゃる通り、わかりづらいと

思うので、つくば特別支援学校というのは入れさせていただこうと思います。ありがとうご

ざいます。 

具体的に教育局の方にも質問したいとか、聞きたいことがあると思いますので、そういった

ものはこちらでまとめて、教育局に後日確認の依頼をかけるという流れになるかと思いま

す。 

 

〇座長  

その他の情報共有や、この場の雰囲気をわかってもらう、というのは難しいかもしれません
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けれども、何か単純に質問があるから回答してくれという話ではないのかなとは思いますの

で、なかなかその部局の関係で難しいことかもしれませんが、何らかの形で、例えばオブザ

ーバーというような形など、少なくともいていただくというのがおそらく大切という趣旨だ

と思いますので、そこは御検討いただければと思います。 

 

○事務局  

いただいた趣旨も含めて、共有させていただいて検討しようと思います。 

 

〇座長  

はい。ありがとうございます。他いかがでしょうか。 

はい、お願いします。 

 

○奈良部委員 

連協の奈良部と申します。よろしくお願いいたします。 

今後ですね、福祉サービスの見込み量を検討していくにあたって、御提案です。つくば市内

のこういった利用状況とかは大変わかりやすくまとめていただいているのですが、国や県の

平均の指数的なものも相対的に比較していただけると、今後見込み量を検討していく上で根

拠を持って算定していけるかなと思いました。 

 

○座長  

ありがとうございます。 

その辺り事務局の方はいかがでしょうか。 

 

○事務局  

いただいた意見は参考にさせていただければと思うのですが、やはり県は県で計画策定して

いて、市は市で策定ということになるので、完全に合わせて、という方向にはならないかも

しれません。ただ、県の傾向を見るというのは大事なことだと思いますので、それを見なが

ら、見込み量を立てさせていただくことになるかと思います。 

 

○座長  

ありがとうございます。 

はい、どうぞ。 

 

○末森委員 

末森です。 

非常に語弊がありますが、茨城県も福祉後進県です。40位代になってます。これを載せれば、

茨城県、つくば市は遅れている、頑張らなきゃいけないと感じることになると思います。つ

くば市としては、そういう方向でやっていただきたい。どうなってますでしょうか。嫌味で

はなくて、ちょっと質問なんですけれども。ということで発言は以上です。 
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○座長  

はい、ということですけれども。事務局の方から何か御意見、あればお願いいたします。 

 

○事務局 

ごめんなさい、うまく聞き取れなくて。もう一度質問の内容をおっしゃっていただいてもよ

ろしいでしょうか。 

 

○末森委員  

末森です。私の職場の自己評価表が、縦割りすることを嫌がるんです。行政としては、比較

はできれば避けたい、という思惑はないかどうか。奈良部さんが仰ったように、分かりやす

く評価基準を書く方向でやっていただければ大変ありがたい、という意味です。それ以上の

ことは特にありません。 

 

○座長  

いかがでしょうか。 

先ほどの奈良部委員の御発言に加えてというようなことだったかと思いますが。 

 

○末森委員 

いいですよ。特に、ということで。 

 

○事務局  

御意見ありがとうございます。 

そうですね、県の計画は同じタイミングで作ってることもあって、今この瞬間に見ることが

できない数字にはなりますが、当然その県の計画ができ上がったら、その内容も確認してい

くことにはなります。もしかしたらその内容を見て次のところに行けるかもしれないです。

今この計画でというところまではなかなか難しいところもあるんですけれども。御意見とし

て承ります。 

 

○座長  

ありがとうございます。なかなか難しいとこもあるかもしれませんけれども、今よりよいつ

くばの障害福祉を考えるという意味では、非常に重要な御指摘だと思いますので、可能な範

囲で、御検討いただければと思います。 

他にいかがでしょうか。 

はい、お願いします。 

 

○磯田委員  

磯田です。 

先ほどのフォントのことに戻ってしまって申し訳ないんですけど、連協さんにお伺いすると
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きに多分視覚障害当事者団体が漏れてしまうと思うので、一般的に視覚障害の方へのフォン

トは、ゴシック体を使ってほしいというニーズの方が高いという現状だけお伝えしておきま

す。 

 

○座長  

はい。 

ありがとうございます。貴重な情報提供いただきましたので、今いただいた内容も踏まえて

ご検討いただければと思います。 

他にいかがでしょうか。 

はい、お願いします。 

 

○菊地委員 

菊地と申します。 

先ほどの特別支援学校卒業生の進路状況の方のページに戻ってしまうんですけど、先ほど、

卒業生が複数行くとこの人数、っていうのは説明受けて、この表を見て説明を受けてわかる

って感じになるので、どこかに注釈を書いていただくといいのかなと思ったのと、ここ最近

が卒業生と合計合っていないということですが、多分何年か前から毎回、複数利用してる卒

業生が多いと思います。アンケートの聞き方が変わったということですか。 

 

○事務局  

ありがとうございます。 

注釈については入れようと思います。 

聞き方は一切変わっていません。こういう数字が調査で上がってきて、いつもと違うけれど

どういうことですかと確認した上でこの数字になっています。なので、本当にたまたまなん

ですかね。 

 

○菊地委員  

ありがとうございます。 

 

○座長  

ありがとうございます。 

細島委員、お願いします。 

 

○細島委員  

細島です。 

今回の趣旨から外れるかもしれないんですけど、35ページの、自立した地域生活のための支

援についてのところで、各相談体制とか福祉サービスの充実はぜひお願いしたいんですけ

ど、それだけではなくて、やっぱりその地域生活というところを見たときに、家を探すのが

大変とか、お金を稼げないみたいなところがやっぱり最大の課題になってくるので、その辺
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のサポートとか、そういうのも何か含めていただけるととてもありがたいなって思いまし

た。 

 

○座長  

ありがとうございます。 

そのあたり事務局の方で何か御意見等ありますでしょうか。 

 

○事務局  

貴重な意見ありがとうございます。 

住宅については安心安全の項目に入っていたりなど、ばらけてしまっているところではある

のですが、もちろんその必要性はあるかなというところで、こちらも認識しているところで

はあります。 

今回の計画に関してはどうなっていくかっていうことは今から検討させていただくことに

なるのですが、ひとまず貴重な御意見ありがとうございました。 

 

○座長 

この計画にも直接関係してくる重要な御指摘だと思いますので、御検討よろしくお願いしま

す。 

他にいかがでしょうか。 

 

○事務局 

これに関連してなんですけれども、どちらかというと住居とか住まいに関しては、今基本目

標２のところに入ってくる想定です。また金銭的なところに関しては、就労についてが基本

目標 6になります。他の就労系のサービスなどもどちらかというと基本目標 6の方に入って

くるのですが、ここは変えたほうがいいんじゃないかとか、そういった御意見があれば、ま

たこの話に限らず、何か組み換えしたほうがいいんじゃないかっていうのがあれば伺いたい

なと思います。 

 

○座長  

ということで、事務局の方から御指摘ありましたけれども、委員の皆様いかがでしょうか。 

はい、お願いします。 

 

○末森委員  

聾者協会の末森です。 

これは聞いていいかどうかちょっと迷っているところなんですが、なかなか聞く機会がない

ので、この機会に、お聞きしたいと思います。地域生活の支援の事業の場合、国が 2分の 1

を負担するという意味ではなくて、「２分の１まで負担をすることができる」という意味で

すよね。 

市町村は４分の１、県が４分の１、国が２分の１とありますが、これは建前です。実際は、
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市が作った予算が４分の１として、国が２分の１まで負担することができる。なので、実際

には市町村が４分の１を超えて、ひどいところでは 40％も負担をしているという例が多いで

す。つくば市の場合、こういう実態を書かないのですか。そのあたりどうなっているのでし

ょうか。もうずっと予算交渉の時に曖昧なままなので。つくば市が地域生活支援事業や日常

生活用具交付事業の中で実際に負担をしているのは何％なのか、きちんと 25％なのか、国か

らの補助金が足りないから実際には 40％ぐらい持ち出しをしているのか、その実態はここに

は載せないのでしょうか。そのあたりを、差支えない範囲でお話していただければなと思い

ます。県や国と交渉するときに参考になりますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

 

○座長  

ありがとうございます。 

そのあたり事務局の方からどうでしょうか。 

 

○事務局  

はい、障害者地域支援室の飯田です。 

今御指摘いただいた通り、本来は２分の１、４分の１の補助が入ることになってはいるので

すが、大体決まった予算の中で県の方も国の方もやっておりますので、ぴったり半分、ぴっ

たり 4分の 1という補助金はいただけてないのが現状になります。 

金額的には今おっしゃっていただいた通り、おそらくほぼほぼ全国的に同じような状況だと

は思うのですけども。補助率で言うと、おそらく 50数％ぐらいだったと記憶していますの

で、大体市の持ち出しが 25％ではなく 40％前後という、今末森さんがおっしゃっていただ

いた通りの数字にはなっています。 

その点に関する記載は、計画の中で書くことはまた別のことだと思いますので、別の機会と

かで県や国に問題をお伝えしていければと考えております。以上です。 

 

○末森委員  

ありがとうございました。 

 

○座長  

ありがとうございます。 

場合によって、団体さんが何かを交渉するときに、市に対してそういう情報公開をしていた

だくのは可能なのでしょうか。 

それとも、そこも含めて数字は出せないということでしょうか。そこは教えていただければ

と思います。 

 

○事務局  

基本的に、予算や決算の中で、補助金の額は明確に公表しているものになりますので、細か

い内容についても、おそらくこちらでお出しできない数字ではないと考えてはおります。 
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○座長 

わかりました。 

他にいかがでしょうか。はい、お願いします。 

 

○細島委員  

細島です。 

先ほどの話の続きで、27ページの住宅についてとか、そのあとの雇用・就労みたいな話にな

ってくるということをおっしゃってたのですが、まず就労に関して、働くことができない方

もいらっしゃるので、就労継続支援Ａ型・Ｂ型などではなく、生活介護に通いながら地域生

活をしている方もいらっしゃいます。その方々は収入がないので、必然的に親からの援助を

受けるか、生活保護を取得することになると思います。 

親からの援助を得られる方は一部だと思うので、基本的には生活保護になると思うのです

が、生活保護で借りられる物件は家賃上限が決まっているので、その上限金額で借りられる

物件となると、すごくアクセスの悪い、周辺環境も整っていないような場所になってしまう

ので、公共交通とかの充実も一緒に考えていただく必要があるかと思います。 

住宅に関して、やはり便利なところ、アクセスのいいところでは家賃も高いので、すごくバ

リアフリーの良い物件であったとしても、借りることができなくて、選択肢から除外されて

しまうということがあるので、総合的な、色々な角度から見ていかないと難しいかなって思

っています。以上です。 

 

○座長  

ありがとうございます。その他何かございますか。 

 

○事務局  

貴重なお話ありがとうございます。 

今おっしゃっていただいたことは本当に課題として向き合っていかなきゃいけないことだ

なと感じているところではあります。 

今回いただいた意見は関係する課に共有させていただきますので、今すぐに何ができるかは

難しいにせよ、課題として共有していくことで、いずれその方策につなげていければいいか

なと思います。また、現状の支援に繋がらないとか、制度が知られていないことによって必

要な支援を受けられてない方もいると思うので、そういったところはすぐにやっていけるこ

とかなと思いますので、地域で生活していく上で、必要な支援が届くように、こちらは努力

していこうかなと考えているところです。まとまらなくてすみません。 

 

○座長  

はい、ありがとうございます。 

いずれにせよ、非常に重要な御指摘だと思いますので、ぜひ各課と連携しながら、御検討い

ただければと思います。 

はい。ありがとうございます。 
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他はいかがでしょうか。 

はい、お願いします。 

 

○根本委員  

はい。根本でございます。よろしくお願いします。 

資料の 72ページ、第３章ですね。令和 11年度、2029年度における目標値の下の欄で、目標

２と書いてあるところですが、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築という、

目標２がありますけども、つくば市においては、次回の資料で、この目標値が定められてい

くと思うのですが、実際に地域包括ケアシステムの構築は、事業を進められているのかどう

かについて御紹介をしていただければと思います。 

 

○座長  

はい。ありがとうございます。 

事務局の方からお願いいたします。 

 

○事務局  

はい、障害者地域支援室の飯田です。 

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築についてですが、現段階でも個別の対応

はさせていただいてるところです。しかし、事例検討や会議などがつくば市主体で定期的に

行われているような状況ではありませんので、それに関しましては、今後、保健部門や保健

所などから協力をいただいて、定期的にそういったことが行えるようなシステムの構築をし

ていければということを目標としているところになります。 

以上です。 

 

○座長  

ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 

はい。事務局の方からお願いします。 

 

○事務局  

骨子案の 23ページ、基本目標２の安心安全な暮らしの確保の 2－4なのですが、今骨子案で

は、「防災体制の充実」となっております。前回は「防犯・防災体制の充実」だったのです

が、これは骨子案の通りにしてしまっても大丈夫でしょうか。 

ぜひ委員さんの意見を伺えればと思います。 

 

○座長  

はい。 

「防犯・防災体制の充実」と項目立てされていたところが今回は「防災体制の充実」という

ことで、防犯は入っていないということなのですが、この点に関していかがでしょうか。 

はい、お願いいたします。 
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○末森委員  

末森です。 

先々週、つくば市聾者協会と、ある議員さんと危機管理課と障害者地域支援室の方と、ヒア

リングというか交渉を行いました。その節はありがとうございました。その場ではあえて言

わなかったのですが、非常に引っかかる物言いといいますか、行政の方から繰り返し、「障

害者でも近所と交流を深めてほしい」ということを言われました。それが難しいから行政に

何か支援をお願いしたいとお話しているのですが、「聴覚障害者でも近所とのコミュニケー

ションに努力してほしい」、「自分のことは自分で守るという考えを持ってほしい」と強く言

われたので、このあたりは防災に関する市の方針なのでしょうか、あるいはこの障害者プラ

ンとは別の見方なのでしょうか。文言そのものは特に反対ではありません。市の考え方はど

うなのかなと、そのあたり今後この場で話し合っていただきたいと思います。以上です。 

 

○座長  

はい。ありがとうございます。 

何か事務局の方からありますか。よろしいですか。 

 

○事務局  

はい。障害者地域支援室の飯田です。 

その打ち合わせの場に同席させていただいていたので、おっしゃっていることはわかりま

す。確かに危機管理課の方で、コミュニティを作ってほしいということも申していたとは思

うのですが、やはり自分がその地域に住んでいるということを地域の方にわかっていただく

ということがまず大事なのではないかという話が繰り返されていたのは、記憶しています。 

どうしてもコミュニケーションの難しさがあるというのも、理解はしているかとは思うので

すが、やはりその中でも、耳が聞こえないことによって、地震の鳴動などの音情報が聞こえ

ない部分で避難が遅れてしまうようなときに、やはりどなたか近所の方で、ここにそういっ

た聴覚障害のある方が住んでいらっしゃるっていうことを事前にわかっておいていただく

っていうのが重要だという話だったと私が記憶はしています。その点に関しては、やはり可

能な限りの努力っていうのはしていただくのが望ましいのかなと私も聞いていて思いまし

た。 

それでもなかなか難しいということがもしあれば、各種事前登録制度などを使っていただく

とか、この計画の中でも、防災関係というのはおそらく危機管理課の方と調整しながらいろ

いろ計画に入れてく部分にはなると思いますので、そちらとも調整しながらやっていくよう

な形になると思いますので、御意見等は改めてそちらにもお伝えいただくのが望ましいのか

なと思いますので、その点はよろしくお願いします。 

以上です。 

 

○末森委員  

ありがとうございます。 
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○座長  

他にいかがでしょうか。 

はい、お願いします。 

 

○事務局  

先ほどのこちらの質問として、「防犯」という文言を抜いてしまってもよいかということに

関して、御意見いただいてもよろしいですか。 

 

○細島委員  

はい。細島です。 

防犯はぜひ入れてほしいと思います。。 

防災については地震とか断水とか、最近災害がすごく多いので、身近なこととして経験して

実感できるのですが、防犯は犯罪に巻き込まれるとかそういったことがないので、すごく基

本的な、家の鍵を閉めるとか、そういうところから難しいんです。 

なので、そういうところをどうやって伝えていくかも、課題だと思います。家の鍵閉めない

と危ないことあるよとか、悪い人いるよみたいなことをわかりやすく伝えていけるような何

かがあるといいなって思います。以上です。 

 

○座長  

ありがとうございます。「防犯」という文言を入れるかどうかということなんですが、他に

御意見ございますか。 

はい、お願いします。 

 

○武田委員  

筑峯学園の武田です。 

知的障害をお持ちの方の支援をしていることが多いのですが、やはり理解不足というところ

で、特にスマートフォンなどの電子機器の使用をしている方が、間違ってボタンを押して買

ってしまって、そこからどうしようみたいなことが起こるので、消費関係のところで、トラ

ブルや犯罪に巻き込まれてしまうかなと想像できる方がいます。この分野に載せるのと違う

話をしているかもしれませんが、そういうことも防犯ととらえられるところもあると思うの

で、意見としては防犯という項目・文言も残していただきたいというところです。以上です。 

 

○座長  

はい、ありがとうございます。 

消費者被害の問題なんかもあるのではないかということで御指摘いただきました。 

他にどうでしょう。 

はい、お願いします。 
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○浅井委員  

「防犯」という文言を削除したというところの心を、御説明いただきたいと思います。それ

から、この頃地震とか多いですけれども、自分の力でどうしようもない、助けてほしいとい

うときに、ここへ連絡すると何とか助けに繋がるような、そういった何かすがるものが欲し

いっていうのは、障害を持ってる方の気持ちだと思います。ここへ連絡すると、誰かが助け

に来てくれるというような何か、助けになるツールのようなものはないのかなと思います

が、いかがですか。 

 

○座長  

ありがとうございます。事務局の方、いかがでしょうか。 

防犯をなくした理由は何かと、困ったときの連絡等に関してということですけれども。 

 

○事務局  

防犯をなくした理由についてですが、現実として、障害者の方に何か特化した防犯の取り組

みをやれてるかというと、それはやれていない。ただ見回り等の啓発などはやっているので

すけれども。それが 1つと、また、アンケート・ヒアリング調査で、身近に感じているとい

うところもあると思うんですが、防災関係の意見が非常に多く集まっていました。一方で防

犯に関してはほとんど集まらなかったことで、抜いた方がいいのではないかという意見が、

庁内であったというところです。 

災害時ですが、要支援者に関しては、あらかじめ御本人様の同意書が必要ではありますが、

要支援者の名簿があったり、避難計画も作ったりしているので、何かあったときには、その

計画に基づいて、こちらから情報提供したり、あらかじめ計画された方法で避難に移ってい

ただくと、そういう感じで今やっています。 

 

○座長  

ありがとうございます。 

ちょっと話を戻しまして、「防犯」という文言をどうするかということなんですけれども、

今伺った限りでは特にその防犯を抜いた方がいいという御意見はありませんでしたので、も

しよろしければ、「防犯」という言葉も従来通り入れていただいて、計画の中に盛り込んで

いただくことにさせていただければと思いますがいかがでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

はい。ありがとうございます。 

では「防犯」という文言を、今期の計画でも加えていただくということでお願いいたします。 

すみません、もう終了時間になってしまいましたが、その他、委員の皆様や事務局の方から

何かございますか。 

よろしいですか。 

ではその他特になければ、議事進行を終了させていただきます。 

 

○事務局  
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森地座長ありがとうございました。 

次回の開催については、9月頃を予定しております。 

日程が決まり次第、委員の皆様に御連絡させていただきます。 

本日お車でお越しの方で駐車券の無料化がまだの方につきましては、御退出の前に事務局へ

お声掛けください。 

それでは以上をもちまして、令和８年度第１回つくば市障害者計画策定懇談会を閉会いたし

ます。 

本日はありがとうございました。 
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第１章 計画の策定にあたって 

- 1 - 

第1章 計画の策定にあたって 

第1節 計画策定の背景と趣旨 

つくば市では、令和６年（２０２４年）３月に「つくば市障害者プラン改定版（第３次つくば市障害者計

画・第７期つくば市障害福祉計画・第３期つくば市障害児計画）」を策定し、障害のある人・ない人、全

ての市民が安心して生涯をいきいきと暮らすことができる社会をめざして障害者福祉施策を推進して

きました。 

国の障害者施策においては、令和３年（２０２１年）６月に改正された「障害を理由とする差別の解消

の推進に関する法律」（以下、「障害者差別解消法」という。）が令和６年（２０２４年）４月に施行され、事

業者における合理的配慮の提供が義務付けられました。また、令和７年（２０２５年）１２月には、高次脳

機能障害への理解促進、高次脳機能障害者の自立及び社会参加のための切れ目ない支援を目的と

した「高次脳機能障害者支援法」が成立し、令和８年（２０２６年）４月に施行されました。さらに、法定雇

用率が段階的に引き上げられているなか、障害者の就労ニーズが多様化していることを踏まえて、令

和６年（２０２４年）４月に「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」（以下、

「障害者総合支援法」という。）が改正され、障害者本人の就労能力や適性等に合った選択を支援する

「就労選択支援」が創設されるなど、障害福祉の現状に合わせた法整備が進んでいます。 

この度、各計画の最終年度にあたり、社会環境の変化や国の制度改正、本市の障害者を取り巻く環

境の変化、アンケート調査結果等に基づく障害者や障害児のニーズや実態などを踏まえ、第２期つくば

市障害者プラン（第４次つくば市障害者計画・第８期つくば市障害福祉計画・第４期つくば市障害児福

祉計画）を策定します。 

第2節 計画の位置付け 

（１） 根拠法令 

  本計画は、障害者基本法に基づく「市町村障害者計画」、障害者総合支援法に基づく「市町村障害

福祉計画」、児童福祉法に基づく「市町村障害児福祉計画」として、それぞれ策定するものです。本市

では、これらの計画の調和を保つため、「第２期つくば市障害者プラン」として一体的に策定します。 

計画名 根拠法令 概要 

第４次 

つくば市障害者計画 

障害者基本法 

第１１条第３項 

障害者施策全般に関する基本的方向を定める

計画 

第８期 

つくば市障害福祉計画 

障害者総合支援法

第８８条第１項 

障害福祉サービス等の見込量及びその提供体

制を確保するための方策等を定める計画 

第４期 

つくば市障害児福祉計画 

児童福祉法 

第３３条の２０ 

障害児支援の見込量及びその提供体制を確保

するための方策等を定める計画 
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（２） 関連計画との関係 

本計画の策定にあたっては、国の「障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を

確保するための基本的な指針」に基づき、国及び茨城県の計画との整合性を図りつつ、市のまちづ

くりの長期的な指針となる「つくば市未来構想・第３期つくば市戦略プラン」や、市の他の関連計画と

の整合を図ることとしています。 

 

 

（３） ＳＤＧｓとの関係 

「誰一人取り残さない」という包摂的な世界の実現を目指す、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ：

Sustainable Development Goals）の理念を踏まえて計画を策定していきます。 
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第3節 計画の期間 

本計画を構成する「第４次つくば市障害者計画」は令和９年度（２０２７年度）から令和１４年度    

（２０３２年度）までの６年間を計画期間とし、３年ごとに見直しを行います。また、３か年を１期として

策定が義務づけられている「市町村障害福祉計画」及び「市町村障害児福祉計画」にあたる「第８期   

つくば市障害福祉計画」及び「第４期つくば市障害児福祉計画」については、令和９年度（２０２７年

度）から令和１１年度（２０２９年度）までの３年間を計画期間とします。 
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第4節 計画の対象者 

共生社会づくりを推進する本計画では、障害の有無にかかわらず、全ての市民を計画の対象者と

しています。 

「障害者」は、障害者基本法第２条で以下のとおり定義されています。なお、具体的な事業の対象

となる障害者の範囲は、個別の法令等により規定されている場合があります。 

障害者基本法 

(定義) 

第二条  この法律において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定める  

ところによる。 

一  障害者 身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む。）その他の心身の機能の 

障害（以下「障害」と総称する。）がある者であつて、障害及び社会的障壁により継続的に

日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける状態にあるものをいう。 

 

第5節 計画の策定体制 

障害者総合支援法第８８条第８項は、「市町村障害福祉計画を定め、又は変更しようとするとき

は、あらかじめ、住民の意見を反映させるために必要な措置を講ずるよう努めるものとする」と規定

し、また同条第９項は、「協議会を設置したときは。市町村障害福祉計画を定め、又は変更しようとす

る場合において、あらかじめ、協議会の意見を聴くよう努めなければならない」と規定しています。 

これらの規定に従い、本計画の策定にあたっては、懇談会での内容の審議、協議会等からの意見

聴取、アンケート及びヒアリング調査の実施、パブリックコメントの実施等を通して、障害者やその家

族、関係団体等のご意見を的確に計画に反映することに努めました。 

 

■ つくば市障害者計画策定懇談会 

障害者計画の策定及びその推進にあたり、必要な検討や意見の聴取を行うため、障害当事者

を含む地域住民、福祉関係者及び学識経験者により構成された会議体です。 

 

■ つくば市自立支援協議会 

行政、障害当事者、保健・医療関係者、企業・就労支援関係者、民生委員等の地域の関係者等

が集まり、地域の課題の共有とサービス基盤の整備を進める役割の協議体です。 
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■ 障害福祉に関するアンケート調査の実施 

障害者の心身の状況・置かれている環境、今後の意向等を把握し、本計画の基礎資料とするた

め、アンケート調査を実施しました。 

〇調査概要 

対 象 者   市内にお住まいの障害者手帳をお持ちの人、難病患者福祉金を受給している人 

の中から、無作為に抽出された２，３００人 

調査方法   郵送により調査票を配布 

調査票の返送か、いばらき電子申請サービスでの回答により回収 

調査期間   令和７年(202５年)１２月８日（月）～令和８年(202６年)１月１３日（火） 

回収状況 

 

 

     調査結果   ヒアリング調査結果とともに、つくば市ホームページに掲載しています。 

              以下のＵＲＬ又はＱＲコード 

 

■ ヒアリング調査の実施 

障害者関係団体の皆様から、活動の状況や今後の意向等のご意見をお聞きし、本計画の基礎

資料とするため、ヒアリング調査を実施しました。 

〇調査概要 

対 象 者   市内の障害者相談支援事業所、障害関係団体等 

調査方法   調査票をメール送付し、対象者から回答を回収するとともに、希望者には対面又

は web 会議での聞き取りを行う。 

調査期間   令和７年(202５年)１１月～12月 

回収状況 

 

 

 

   

    

 

 

■ 計画素案に対するパブリックコメント 

計画案を市のホームページ等で一定期間公開し、計画及び計画に盛り込まれる施策につい

て、市民からの意見を広く募集し、計画への反映を図るための手続きです。 

実施期間：令和８年（2026年）12月８日（火）～令和９年（２０２７年）１月７日（木） 

調査対象者数（Ａ） 有効回答者数（Ｂ） 有効回答率（Ｂ÷Ａ） 

2，300人 820人 35.7％ 

 障害者相談支援事業所 障害者関連団体等 

対象者数 34 16 

回答者数 12 11 

ヒアリング実施数 1 5 



骨子案 
総論 

第１章 計画の策定にあたって 

 

第6節 計画の推進体制 

本計画は、障害者の生活に必要な障害福祉サービス等の提供の確保に向けて推進されるもので

あり、関係者が目標等を共有し、その達成に向けて連携するとともに、進捗の状況を確認しながら、

必要な改善や工夫を積み重ね、着実に取組を進めていくことが重要です。 

そのため、毎年度、各事業の進捗状況を把握し、分析・評価の結果を「つくば市障害者計画策定

懇談会」において報告するとともに、必要があると認める時は、計画の変更も含め、必要な措置を 

講じる PDCA サイクルマネジメントによる進捗管理を実施します。 

■ つくば市障害者プラン改定版の進捗評価 

令和６年（2024年）３月に策定した「つくば市障害者プラン改定版」の進捗状況を把握するため、

評価基準を設定し、これまでに推進してきた各事業について把握及び評価を行い点数化しました。 

１ 評価基準 

   評価基準及び点数は下表の通りです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 評価結果 
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※評価を行う課等が複数にまたがっており、かつ、評価に違いがある場合、それぞれを取組数としてカウントして

いるため、事業数と上表の取組数には差異が生じています。 

※平均は小数点第2位を四捨五入しています。 

 

３ 評価まとめ 

第３次つくば市障害者計画の各目標における施策の取組みについて、令和７年度（202５年

度）までの進捗評価を行った結果、全体の９割以上の事業においてＢの３点以上の評価となって

います。 

一方で、全体での平均は３点を下回る2.98点となっており、原因としては、制度等の周知不

足、支援を提供するための人員不足等が考えられます。また、３点としている事業についても、課

題や改善の余地が残っている場合があり、各事業について、より効果的に事業を実施する方法等

について検討を続けていく必要があります。 

     各事業についての詳細な評価については、つくば市ホームページにＰＤＦを掲載しております。

以下のＵＲＬまたはＱＲコードから確認することができますので、御活用ください。 

 

ＵＲＬ： 

 

 

   ＱＲコード： 
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骨子案 

第2章 障害者をめぐる状況 

第1節 つくば市の状況 

１ 人口・世帯数の推移 

本市の人口と世帯数は年々増加しており、令和８年（２０２６年）には人口が    人、世帯数は      

世帯となり、令和５年（202３年）から人口は       人、世帯数も     世帯増加していま

す。  

 

資料：住民基本台帳（各年１０月1日時点） 

 

２ 障害者手帳等所持者の推移 

本市の障害者手帳所持者数は年々増加しています。令和３年度（２０２１年度）では合計９，６５０

人でしたが、令和８年度（202６年度）では１１，６９１人となっています。 

 

※各年度４月１日時点  
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第2節 障害者数等の推移 

1 身体障害者の状況 

身体障害者の障害種別を見ると、肢体不自由が少しずつ減少している一方、視覚障害・内部障

害は増加し続けています。 
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2 知的障害者の状況 

療育手帳所持者数は年々増加しており、特に等級「Ｃ」については、令和３年度（２０２１年度）か

ら令和８年度（2026年度）にかけて150人以上増加しています。 

 

 

3 精神障害者の状況 

精神障害者保健福祉手帳所持者数は増加し続けており、特に「２級」は毎年100人以上増加し

ています。また、自立支援医療（精神通院医療）受給者数も増加し続けており、特に令和７年度

（2025年度）から令和８年度（2026年度）にかけては、約4８0人増加しています。 

 

 

4 難病患者の状況 

指定難病特定医療費受給者数は令和８年度（202６年度）では２，２４５人となっており、令和４

年度（2022年度）以降、毎年100人前後増加し続けています。 
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5 障害支援区分認定者の状況 

障害支援区分認定者について、年度によって増減は見られるものの、全体的に増加傾向にあ

り、令和３年度（２０２１年度）から令和７年度（2025年度）にかけて全体で役１００人増加していま

す。 
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第3節 障害のある児童生徒の状況 

1 特別支援学級・特別支援学校等の児童生徒数 

公立小中学校・義務教育学校在籍の特別支援学級の児童生徒数は年々増加しており、令和３

年度（２０２１年度）から毎年100人以上増加し続けています。 

特別支援学校については、居住地域により、進学先が主につくば特別支援学校、伊奈特別支援

学校、石岡特別支援学校の３校に分かれています。いずれの学校においても令和３年度（２０２１

年度）と比較すると児童生徒数は増加していますが、増加幅は緩やかになってきており、伊奈特別

支援学校では、令和７年度（2025年度）から令和８年度（2026年度）にかけてはわずかに減少し

ています。 

 

 



骨子案 
総論 

第２章 障害者をめぐる状況 

- 15 - 
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2 特別支援学校卒業生の進路状況 

つくば特別支援学校、伊奈特別支援学校、石岡特別支援学校の中等部を卒業した人のほとん

どが、それぞれの特別支援学校高等部へ進学しています。 

高等部を卒業した人の進路については、いずれの学校でも障害福祉サービスの日中系サービ

スを利用する人が多くなっており、伊奈特別支援学校では、一般事業所に就職する人も多くなっ

ています。 
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総論 

第２章 障害者をめぐる状況 

- 20 – 

骨子案 

第4節 障害者（児）施設の状況 

つくば市内の障害福祉サービス事業所数は、下表の通りとなっております。 

児童発達支援、放課後等デイサービスの事業所が毎年大きく増加しています。 
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福祉支援センターで実施している地域活動支援センター事業及び児童発達支援センターは以下

のとおりです。 
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第1章 計画の基本的な考え方 
 

第１節 計画の基本理念 

 つくば市では、「つくば市未来構想」及び「第３期つくば市戦略プラン」において、４つの「目指す

まちの姿」と１７の「２０３０年の未来像」を掲げています。これらを踏まえ、本計画では、障害のある

人・ない人、全ての市民が安心して生涯をいきいきと暮らすことができる社会をめざし、基本理念

を以下のとおり定めます。 

 

 基本理念  

障害の有無にかかわらず、 

安心して自立した生活を送ることができる 

共生社会 
 

第２節 基本目標 

 基本理念の実現に向け、次の７つの基本目標を設定しています。 

 

１ 
権利擁護の推進・障害理解

の促進 

すべての市民の障害等に対する理解を促進し、社会的障

壁等の解消に取り組みます。 

２ 安心・安全な暮らしの確保 
防災対策やバリアフリー化の推進等により、だれもが安

心・安全に暮らせるまちづくりを推進します。 

３ 保健・医療体制の充実 
障害や病気等の発症予防・重症化防止を図るため、早期

発見・早期治療を行うための体制を整備します。 

４ 教育・療育の充実 
障害等のある子どもや発達に心配のある子どもの健やか

な成長とその保護者・家庭を支援していきます。 

５ 
自立した地域生活のための

支援の充実 

相談体制の強化、福祉サービスの充実等を通して、障害

者等の地域での自立した生活を支援していきます。 

６ 
雇用・就業、経済的自立に

向けた支援の充実 

 一人ひとりが、その働く意欲や能力・適性を活かして働く

ことができるよう、支援していきます。 

７ 社会参加の促進 
障害者等が豊かな生活をおくることができるよう、気軽に

参加できる場の確保や、情報周知等に取り組みます。 
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第３節 計画の体系 
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第2章 施策の展開 
 

 

基本目標 1 権利擁護の推進・障害理解の促進

 

 

 

 

【現状・課題】 

⚫ 令和６年（２０２４年）４月に、「改正障害者差別解消法」が施行され、民間事業者における合理
的配慮の提供が義務化されました。共生社会の実現のためには、障害や障害者であることを理由
とした虐待・差別をなくすことはもちろん、障害等に起因する社会的障壁を解消していく必要が
あります。 

⚫ 障害等により一人で意思決定をすることが難しい人の権利を守るための「成年後見制度」につい
ては、より利用しやすい制度にする等の観点から、令和８年（２０２６年）６月に民法の改正が
行われました。 

⚫ つくば市では、ホームページ等を活用して周知・啓発活動に取り組んできましたが、アンケート
調査では、令和４年度に実施した調査（以下、「前回調査」という。）と比較して、関連法律等に
ついて「名前を聞いたことはないし、内容も知らない」と回答した人の割合が増えています。 

⚫ 差別の解消のためには、障害や障害者に対する正しい理解が必要です。ヒアリング調査では、「障
害について、また、障害者にとって必要なケアについての、継続的な周知活動が必要」「障害理解
と交流は全体として着実に進んでいるが、一人ひとりへの適切な理解にはまだ届いていない」等
の意見がありました。 

 

 

 

 

 

 

すべての市民の障害等に対する理解を促進し、社会的

障壁等の解消に取り組みます。 
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1-1 成年後見制度と日常生活自立支援事業の充実 

   障害等により意思決定や判断を一人ですることが難しい方が地域で生活していくうえで、不当に権利

を侵害されることがないよう、必要な支援を行います。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

1   

２   

 

1-２ 障害者虐待防止のための体制の充実・強化 

   障害や障害者であることによる虐待を防止するため、通報を受けた際に速やかに対応できる体制の整

備や啓発活動を行います。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

1-３ 差別の解消 

  障害や障害者であることによる差別や、障害を起因とした社会的障壁の解消に取り組みます。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

 

 

 施策の方向性 
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1-４ 啓発活動の充実 

  障害や障害者に対する正しい理解を広めるための啓発活動に取り組みます。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 
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防災対策やバリアフリー化の推進等により、だれもが

安心・安全に暮らせるまちづくりを推進します。 

 

 

基本目標２ 安心・安全な暮らしの確保 

 

 

 

 

 

【現状・課題】 

⚫ 平成１８年（２００６年）１２月に施行された「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に
関する法律（バリアフリー法）」について、令和７年（２０２５年）６月に３度目の改正法が施
行され、トイレや駐車場の設置基準等の見直しが行われました。 

⚫ 災害対策基本法が令和３年度に改正され、優先度の高い対象者の個別避難計画の作成について
も盛り込まれました。また、令和７年度の改正では、高齢者等の要配慮者、在宅避難者など多
様な支援ニーズに対応するため、災害救助法の救助の種類に「福祉サービスの提供」が明記さ
れました。 

⚫ つくば市では、避難行動要支援者登録制度を推進するとともに、防災訓練や福祉避難所となる
施設との協定、災害時備蓄品の準備などを行っています。 

⚫ つくば市では、令和６年（２０２４年）３月に「つくば市バリアフリーマスタープラン」を策
定して指針を定め、バリアフリー化への取組みを加速させています。 

⚫ アンケート調査では、外出時に困ることについて「公共交通機関が少ない（ない）」との回答
が、３１．１％と最も多く集まりました。また、「発作などの突然の体調の変化が心配」との回
答が１６．１％あり、障害等により移動に困難や不安が伴う人のため、移動手段の確保や安心
して移動するための支援が求められています。 

⚫ 災害時などの緊急時において必要だと思うことについて、アンケート調査では、「避難しやすい
避難場所の確認」「避難時の設備（トイレなど）の整備」との回答がともに５０．０％を超えて
いるほか、「日頃から避難方法の情報提供を行う」「地域で助け合える体制の整備」にも３０．
０％を超える回答があり、ヒアリング調査でもこれらを求める意見が集まりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.1%

13.8%

15.6%

7.6%

12.6%

7.9%

18.3%

11.6%

16.1%

1.3%

13.8%

8.4%

28.8%

2.1%

0.0% 50.0% 100.0%

公共交通機関が少ない（ない）

列車やバスの乗り降りが困難（できない）

道路や駅に階段や段差が多い

案内表示が分かりにくい（見えにくい）

外出先の建物の設備が不便

介助者が確保できない

外出にお金がかかる

周囲の目が気になる

発作など突然の体調の変化が心配

医療機器等の充電ができる電源が確保できない

困った時に助けてもらえない

その他

特にない

無回答
n=820

54.6%

51.8%

33.9%

34.1%

22.7%

16.8%

3.4%

13.4%

3.0%

0.0% 50.0% 100.0%

避難しやすい避難場所の

確認

避難時の設備（トイレな

ど）の整備

日頃から避難方法の情報

提供を行う

地域で助け合える体制の

整備

避難時の介助者などを確

保する

避難訓練等に参加できる

ようにする

その他

特にない

無回答 n=820

Ｑ.外出時に困ることは何ですか？ Ｑ.災害時に備えて、今後どのような対策が必要だと思いますか？ 
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2-1 住宅政策の推進 

 市営住宅のバリアフリー化や、バリアフリーに対応している民間住宅、グループホームなどの情報収

集・提供に取り組みます。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

2-２ 都市施設・道路の整備 

  障害の有無にかかわらず、すべての人が安全に地域で生活できるよう、つくば市の公共施設や道

路について、バリアフリー化や修繕等を実施していきます。 

   

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

2-３ 交通手段の確保 

  障害等が原因で移動が大きく制限されることがないよう、移動に係る支援や、公共交通機関利用

の際の割引制度の周知等を実施していきます。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 施策の方向性 
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2-４ 防災体制の充実 

地域での見守り体制の整備や周知・啓発活動により、防災体制の充実を図ります。また、緊急時に

落ち着いて対応することができるよう、避難訓練や避難計画作成の支援等を実施していきます。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

2-５ 消費者被害等の未然防止 

 消費者被害等を防ぐための注意喚起や啓発活動等を実施していきます。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 
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基本目標３ 保健・医療体制の充実 

 

 

 

 

 

【現状・課題】 

⚫ こころの健康の維持については重要な課題の一つであり、令和６年版厚生労働白書の第１部におい
て、早期発見・治療の重要性等について言及されています。 

⚫ 全国的に精神障害者保健福祉手帳所持者は増加傾向にあります。精神障害については、脳血管疾患
や糖尿病などの生活習慣病との関係が指摘されており、若い年代から健康づくりに取り組み、生活
習慣病の発症や重症化を予防することや、健康診査等で疾病や障害を早期に発見し、重症化する前
に治療することがより重要となってきています。 

⚫ 医療的ケアを必要とする児童は増加傾向にあり、つくば市では「医療的ケア児等コーディネータ
ー」を配置し、生活する上で必要な各種サービスの紹介や相談に応じているほか、「つくば市医療的
ケア児支援体制協議会」で課題の整理や情報共有を行い、支援体制の整備を行っています。 

⚫ アンケート調査では、困っていることや悩みを相談していない人のうち、「相談する人がいない／相
談先を知らない」との回答が１９．７％あり、相談窓口の周知や相談体制の整備が課題となってい
ます。 

⚫ ヒアリング調査では、「気軽に健康相談ができるような仕組み」「ＮＩＣＵ退院後に地域へ移行する
ための支援体制づくり」「レスパイト施設の確保・拡充」が必要という意見等がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.2%

19.7%

16.1%

28.5%

8.8%

7.3%

0.0% 50.0% 100.0%

特に相談したいことがない

相談する人がいない/相談先を知ら

ない

相談したくても相談相手に理解さ

れないので相談できない

相談しても仕方がない

その他

無回答
n=137

Ｑ.困ったことや悩みについて相談していないのはなぜですか？ 

障害や病気等の発症予防・重症化防止を図るため、早期
発見・早期治療を行うための体制を整備します。 
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３-1 健康づくりの支援 

 若い年代から健康づくりに取り組み、また、成人後も定期的に健診を行うことで、病気の発症や重症

化の防止を図ります。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

３-2 精神医療体制の充実 

 精神障害者等が地域で生活していくため、必要な福祉サービス等の充実を図るとともに、医療機関

等との連携体制の整備等を通して、支援体制を構築していきます。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

3-3 保健・医療体制の整備 

 医療的ケアを必要とする方が利用できる施設の拡充を図ります。また、制度や感染症等の情報周知

により、必要な受診につなげ、重症化の防止を図ります。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

 施策の方向性 
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障害等のある子どもや発達に心配のある子どもの健やか
な成長とその保護者・家庭を支援していきます。 

 

 

基本目標４ 教育・療育の充実 

 

 

 

 

 

【現状・課題】 

⚫ 令和５年（２０２３年）１２月２２日に閣議決定されたこども未来戦略において、障害児への
支援にあたり、早期発見・早期支援等の強化、地域における支援体制強化とインクルージョン
の推進、専門的な支援の強化等に取り組んでいくこととしています。 

⚫ つくば市では、障害児及び発達に課題のある児童や家族への支援の中核を担う機関として、令
和９年（２０２７年）４月に児童発達支援センターを開設します。 

⚫ つくば市においては、障害児通所サービス受給者証交付者について令和６年度には１，６７４
人、令和７年度には１，８２８人と増加傾向にあり、市内の障害児通所事業所もそれに伴って
増加している一方で、セルフプラン率が５６．７％と高くなっており、相談支援体制の整備の
必要性がより大きくなっています。 

⚫ アンケート調査では、施設・学校・保育所等に通うにあたって困っていることについて、「通う
のに付き添いが必要」「課題や授業についていけない」との回答がそれぞれ２４．２％ありまし
た。 

⚫ ヒアリング調査では、支援者側の障害等に関する理解不足や医療的ケア児の受入れ体制が整っ
ている学校や保育所等の不足、教育・保育・療育・医療の連携不足等を懸念する声がありまし
た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.2%

21.9%

5.5%

0.8%

7.8%

24.2%

8.6%

42.2%

1.6%

0.0% 50.0% 100.0%

通うのに付き添いが必要

送迎を頼める人がいない（サービスがな

い）

学校内や園内での設備や介助などの配慮

が十分でない

医療的ケアが受けられない

周囲の理解が得られない

課題や授業についていけない

その他

特にない

無回答 n=128

Ｑ.施設・学校・保育所等に通うにあたって困っていることはなんですか？ 
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4-1 早期発見体制の充実 

 乳幼児期の健康診査や相談窓口の設置により、疾病・障害や発達の特性等を早期に発見・把握し、

関係部署と連携して必要な支援につなげていきます。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

4-2 障害児への支援 

保育所や療育施設等での受入れ体制を整備するとともに、支援者に対する助言等を通して、支援の

質の向上を図ります。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

4-3 保護者やきょうだい児への支援 

相談窓口の設置や助言等により、障害児や発達に心配のある児童を育てる家族・家庭の不安や悩

みの解消に取り組み、安定した育児環境の構築をサポートします。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 施策の方向性 
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4-4 インクルーシブ教育の普及 

特別支援学校との交流や職員への研修等、障害等に対する理解を深める取組みや、合理的配慮の

提供等を通して、誰もが適切な指導・支援を受けることができるよう、また、障害等により学びの場の

選択肢が減ってしまわないよう、環境整備に努めていきます。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 
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相談体制の強化、福祉サービスの充実等を通して、障害
者等の地域での自立した生活を支援していきます。 

 

 

基本目標５ 自立した地域生活のための支援の充実 

 

 

 

 

 

【現状・課題】 

⚫ 令和６年（２０２４年）４月１日の障害者総合支援法の改正に伴い、地域生活支援拠点等の設
置・整備が市町村の努力義務とされました。 

⚫ 地域生活支援拠点等とは、障害等の重度化、介護者の高齢化・不在に備え、障害者等が地域で
自立して生活していくために必要な機能の中核を担うものであり、つくば市では令和６年（２
０２４年）６月に設置しています。 

⚫ アンケート調査では、地域での生活において必要だと思うことについて、「経済的な負担の軽
減」、「困ったときに相談できる窓口」との回答が５０．０％を超えているほか、「在宅で利用
できる福祉サービス」との回答も４２．９％と多く集まりました。 

⚫ ヒアリング調査では、個別のニーズに対応した住居・グループホームや、重度障害者が利用で
きる施設、緊急時に一時的に預かることのできる場を求める声や、高齢化や孤立化により情報
が入らず、支援が必要な人に行き届いていない等の指摘がありました。 

⚫ ヒアリング調査では、介護者の高齢化が顕著であり、介護者亡き後の問題が差し迫っている
中、障害者の自立に向けた相談ができる窓口設置や、多様な障害に合わせた受け皿の充実、専
門的な人材の確保・養成が求められるという声もありました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.0%

42.9%

27.1%

22.1%

17.1%

57.3%

37.8%

56.3%

20.2%

22.1%

5.2%

3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

在宅での医療的ケア（導尿、たんの吸引など）

在宅で利用できる福祉サービス

自分の障害にあった住居

入所施設やグループホーム

生活訓練などの充実

経済的な負担の軽減

相談支援の充実

困ったときに相談できる窓口

地域住民などの理解

コミュニケーションについての支援

その他

無回答 n=820

Ｑ.将来、地域での生活においてどのようなことが必要になると思いますか？ 
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5-1 地域での支援体制の整備 

 地域での見守り等により、支援が必要な人を見逃さない体制を整えます。また、地域課題を関係機

関等と共有して連携強化を図り、地域課題解決のための検討を進めることで、障害の有無にかかわら

ず安心・安全に生活できる地域づくりを推進します。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

5-2 地域拠点の整備 

 関係機関との連携や必要な支援の提供、緊急時の対応等において中核となる地域拠点を整備しま

す。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

5-3 相談支援体制の充実・強化 

 困りごとや悩みを抱えこんでしまうことのないよう、相談窓口の設置・周知を行うとともに、必要に応

じて関係部署と連携し、必要な支援につなげていきます。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

 施策の方向性 



骨子案 
各論１ 第４次つくば市障害者計画 

第２章 施策の展開 

- 37 - 

5-4 日常生活支援の充実 

 障害者等が地域で生活していくために必要な支援の提供体制を確保するとともに、周知活動や関係

機関との連携等により、支援を必要とする人に情報が届くよう努めます。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

5-5 福祉人材の確保と育成 

 支援体制の整備にあたり必要不可欠な福祉人材を確保するため、補助事業を継続するとともに、人

材育成及び従事者間の関係づくりのため、情報共有や事例検討を行う場をつくります。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 
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Ｑ. 障害のある人が就労するために、どのようなことが必要だと思いますか？ 

一人ひとりが、その働く意欲や能力・適性を活かして働
くことができるよう、支援していきます。 

 

基本目標６ 雇用・就業、経済的自立に向けた支援の充実 

 

 

 

 

 

【現状・課題】 

⚫ 継続した就労のためには、個々の能力や適性に応じた働き方ができることが非常に重要であり、
令和７年（２０２５年）１０月、就職や就労系福祉サービスの利用を希望する障害者等につい
て、短期間の体験・面談等を経て、個々の長所や配慮が必要な点等を整理し、個々の希望や能力
等に合った選択につなげるための「就労選択支援」が新設されました。 

⚫ つくば市では、「国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進に関する法律（障害者優
先調達推進法）」の規定に基づき、障害者就労施設等で就労する障害者の自立の促進に資するた
め、障害者就労施設等からの物品及び役務の調達の推進を図ることを目的として、「つくば市にお
ける障害者就労施設等からの物品等の調達方針」を策定し、この方針に基づいて障害者就労施設
等からの物品等の調達を推進しています。 

⚫ つくば市では、市内の障害者施設での生産活動や役務提供について、それらを必要とする行政や
企業への情報提供や受発注の調整等のマッチングを行う「つくば市受発注窓口」を設置し、障害
者施設の製品の受注量の増加や販路の拡大や、そこで働く障害者の収入（工賃）の増加につなげ
ていくことを目指しています。 

⚫ 障害のある人が就労するために必要だと思うことについて、「職場の上司や同僚の障害への理解」
との回答が７９．６％と非常に多くなっており、障害者等に対する支援のみでなく、雇用者や共
に働く人の障害に対する理解を深めるための取組みも必要とされています。 

⚫ 上記以外に「短時間勤務や勤務日数等の配慮」「障害者を積極的に採用する企業の充実」「通勤手
段の確保」との回答も多く、ヒアリング調査においても同様の意見がありました。このほか、就
職後のフォローアップ、通勤を要しない働き方の拡充等を求める声がありました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

79.6%

60.0%

33.7%

48.7%

41.7%

39.6%

24.0%

50.6%

27.6%

6.3%

6.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

職場の上司や同僚の障害への理解

短時間勤務や勤務日数等の配慮

勤務場所のバリアフリー化

通勤手段の確保

職場での介助や相談などの支援体制

就労後のフォローなど職場と支援機関の…

企業ニーズに合った就労訓練

障害者を積極的に採用する企業の拡充

就労移行支援や就労継続支援の充実

その他

無回答
n=820
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6-1 就労機会の充実 

  関係機関と連携し、障害者等の就労やその継続のための支援を行います。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

 

6-2 就労の場の確保 

   障害者優先調達推進法に基づき、障害者就労施設等から物品や役務を優先的に調達する等、関

係機関と連携を取りながら、障害者等の就労の場を確保します。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施策の方向性 
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障害者等が豊かな生活をおくることができるよう、気軽
に参加できる場の確保や、情報周知等に取り組みます。 

 

基本目標７ 社会参加の促進 

 

 

 

 

 

【現状・課題】 

⚫ 国では、障害等のある人が学校卒業後も生涯を通じて教育や文化、スポーツなどの様々な機会に
親しむことができるよう、学校卒業後における学びの支援、障害者スポーツや障害者の文化芸術
活動の振興等に取り組んでいます。 

⚫ 障害者等が地域で生活をしていくためには、必要な情報の入手、社会活動への参加、他者との交
流等が阻まれない環境を構築していく必要があります。 

⚫ つくば市では、令和７年（２０２５年）７月３日に「つくば市障害者による情報の取得及び利用
並びに意思疎通の促進に関する条例」を制定し、コミュニケーション手段の確保及び情報利用の
円滑化を図っています。 

⚫ つくば市では、在宅等障害者（児）が気軽に参加でき、余暇活動の充実を図ることを目的とし
て、令和８年（２０２６年）４月から障害者余暇活動支援事業を開始しました。 

⚫ アンケート調査では、福祉サービスなどの情報について、現在情報を得ている場所・今後得たい
場所のいずれにおいても、「市や県の広報紙やホームページ」「市や県の窓口」という回答が多く
なっています。このことから、市のホームページ等を活用し、効果的な周知・啓発を図る必要が
あります。 

⚫ ヒアリング調査では、定期開催されるイベントの実施、イベント会場等へのアクセス支援、市に
よる積極的な情報提供等を求める意見等がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.3%

46.0%

35.5%

25.4%

42.0%

22.2%

20.4%

10.7%

38.2%

33.8%

18.0%

11.5%

37.0%

35.2%

35.7%

32.9%

31.8%

37.2%

25.7%

29.8%

34.3%

26.3%

28.0%

14.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市や県の窓口

市や県の広報紙やホームページなど

障害者福祉ガイドブック

新聞・雑誌、テレビ・ラジオ

インターネット・SNS

相談支援事業所

入所・通所している福祉施設・事業所

障害者団体や家族会

病院・診療所・薬局

家族や友人・知人

学校・職場から

その他

情報を得ている 情報を得ることを希望する

n=820

Ｑ.福祉サービスや福祉制度の情報を現在どこから得ていますか。また、今後はどこから得たいですか？ 
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7-1 社会活動への参加と交流の促進 

 障害者等が参加することできるイベントの開催やその周知に取り組み、障害者等の社会活動への参

加と交流の促進を図ります。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

7-2 生涯学習の推進 

  障害者等が生涯学習を楽しむことができるよう、講座等の情報提供に努めます。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

7-３ ボランティア活動の促進 

  地域生活における支援や、人とのかかわりをつくるボランティア活動を促進するため、人材の育成や

活動の周知・啓発に取り組みます。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

 

 施策の方向性 
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7-4 コミュニケーション手段の確保と情報利用の円滑化 

  障害の特性を理解し、配慮した情報発信や、コミュニケーションツールの活用等、情報のバリアフリ

ー化に努めます。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

7-５ 文化芸術・スポーツ・レクリエーション活動の充実 

  障害者等が文化芸術等の趣味の活動やスポーツ・レクリエーション活動等に参加できるよう、必要

な支援や関連するイベント等の周知を行います。 

 

Ｎｏ． 事業名 概要 

   

   

 

  



 

 

 
 
 
 
 
 
 

各 論 ２ 
第８期つくば市障害福祉計画 

第４期つくば市障害児福祉計画 
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第1章 障害者総合支援法及び児童福祉法に基づくサービス 
 

障害者総合支援法及び児童福祉法に基づき提供される福祉サービスの全体像は以下の通りです。 
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第2章 福祉サービスの見込み量 
 

障害者が地域でいつまでも安心して生活ができるようにするため、前計画時の各種サービスの利

用実績や障害福祉に関するアンケート調査結果からの意向等を踏まえ、今後３年間の障害福祉サ

ービス及び障害児に向けた福祉サービスの確保を図ります。 

なお、本計画で見込む各種サービス等の見込量は、今後の整備・確保方策を図るために設定した

ものであり、実際の利用に制限をかけるものではありません。見込量を超えた場合でも、必要なサ

ービスの提供に取り組みます。 

 

第1節 自立支援給付 

1 介護給付 

介護給付では、障害者が日常生活上、継続的に必要な介護支援を受けながら、その人らしく生

活するためのサービスが提供されます。そのため、サービス需要に応じたサービスの量の確保が

必要となりますので、引き続き提供体制の整備状況の把握に努めます。 

 

（1） 居宅介護 

障害支援区分１以上の人を対象として、居宅において入浴、排せつ、食事等の介護、調理、洗

濯、掃除等の家事、生活等に関する相談、助言その他の生活全般に係る援助を行うサービスで

す。 

■ 前計画の実績 

事業所数はほぼ横ばいです

が、需要が高まっており、実利用

者数、利用時間ともに計画値を

上回っています。 

 

 

◆ 今後の見込み 
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（2） 重度訪問介護 

居宅内での生活全般に係る援助や、長時間の見守り支援を行うサービスです。 

重度の肢体不自由、重度の知的・精神障害があり常時介護を必要とする人で、障害支援区分

４以上かつ二肢以上にまひ等があり、障害支援区分の認定調査項目のうち「歩行」「移乗」「排尿」

「排便」のいずれも「支援が不要」以外と認定されている人、または障害支援区分の認定調査項目

のうち行動関連項目等（１２項目）の合計点数が１０点以上である人が対象となります。 

 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

 

（3） 同行援護 

視覚障害者が外出する時、本人に同行して、移動に必要な情報の提供や、移動の援護、排せ

つ、食事等の介護のほか、本人が外出する際に必要な援助を適切かつ効果的に行うものです。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

 



骨子案 
各論２ 第８期つくば市障害福祉計画 第４期つくば市障害児福祉計画 

第２章 福祉サービスの見込み量 

- 46 - 

（4） 行動援護 

知的障害や精神障害のために行動上著しい困難を有し、常時介護を必要とする人に、行動する

際に生じ得る危険を回避するために必要な援護、外出時における移動中の介護、排せつ、食事等

の介護その他、行動する際に必要な援助を行います。障害支援区分３以上の人で、障害支援区分

の認定調査項目のうち行動関連項目（１２項目）の合計点数が１０点以上の人が対象となります。 

 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

 

（5） 重度障害者等包括支援 

常時介護を要する人のうち、障害支援区分が区分６で意思疎通が困難な人で、なおかつ居宅

介護、介護の必要度が著しく高い人に、居宅介護等のサービスを包括的に提供するサービスで

す。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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（6） 短期入所（ショートステイ） 

居宅においてその介護を行う人の疾病その他の理由により、障害者支援施設等への短期間の

入所を必要とする障害者を施設に入所させ、入浴、排せつ、食事の介護その他の必要な支援を行

うサービスです。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

 

（7） 療養介護 

医療を必要とする障害者で常時介護を要し、主として昼間において病院その他の施設等で行

われる機能訓練、療養上の管理、看護、医学的管理の下における介護及び日常生活上の支援を

行うサービスです。 

病院等への長期の入院による医療的ケアに加え、常時介護を必要とする筋萎縮性側索硬化症

（ALS）患者等の気管切開を伴う人工呼吸器による呼吸管理を行っている障害支援区分６の人

や、筋ジストロフィー患者または重症心身障害のある障害支援区分５以上の人を対象としていま

す。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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（8） 生活介護 

常時介護の支援が必要な人で、障害支援区分３（５０歳以上の場合は区分２）以上の人、または

障害者支援施設に入所している区分４（５０歳以上の場合は区分３）以上の人を対象に、主として昼

間において、障害者支援施設などで行われる入浴、排せつ、食事等の介護、調理、洗濯、掃除等の

家事、生活等に関する相談、助言その他の必要な日常生活上の支援、創作的活動または生産活動

の機会の提供、その他の身体機能または生活能力向上のための必要な援助を行うものです。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

（9） 施設入所支援 

施設で生活しながら、生活全般に係る援助や、社会生活を営むために必要な訓練を行うサー

ビスです。生活介護を受けている障害支援区分４（５０歳以上の場合は区分３）以上の人、あるい

は自立訓練または就労移行支援などの日中活動系のサービスを受けている人で入所しながら訓

練等を実施することが必要かつ効果的であると認められる人、または地域における障害福祉サー

ビスの提供体制の状況その他やむを得ない事情により、通所によって訓練等を受けることが困難

な人が対象となります。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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2 訓練給付等 

障害者総合支援法は、身体機能等のリハビリテーション、就業のための訓練、地域で共生する

ために必要なグループホーム等を訓練等給付と定めています。 

 

（1） 自立訓練（機能訓練） 

身体的リハビリテーションの継続や身体機能の維持・回復などの支援を行うサービスです。訓

練等給付の自立訓練の一部となります。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

 

（2） 自立訓練（生活訓練） 

通所施設等において、入浴、排せつ、食事等に関する自立した日常生活や社会生活を営むた

めに必要な訓練、生活等に関する相談、助言その他必要な支援を行うサービスです。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

  



骨子案 
各論２ 第８期つくば市障害福祉計画 第４期つくば市障害児福祉計画 

第２章 福祉サービスの見込み量 

- 50 - 

（3） 就労選択支援 【新規】 

ハローワーク等の雇用支援機関、計画相談支援事業所、教育や医療などの関係機関等との意

見交換等を行うことにより、障害者本人が一般就労や就労系障害福祉サービス事業所などを自

ら選択することや、就労開始後の配慮事項の整理等を通じて本人の能力や適性、地域社会や地

域の事業所の状況に合った選択ができることを目指して、必要な支援を行います。 

 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

（４） 就労移行支援 

就労を希望する６５歳未満の人を対象に、定められた期間、生産活動などの活動機会の提供を

通じて、就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練等を行うサービスです。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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（５） 就労継続支援（Ａ型） 

通常の事業者に雇用されることが困難な障害者のうち、適切な支援により雇用契約等に基づき

就労する人に、生産活動やその他の活動の機会の提供及び就労に必要な知識、能力の向上のた

めに必要な訓練を行うサービスです。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

 

（６） 就労継続支援（Ｂ型） 

通常の事業者に雇用されることが困難な障害者に対し、生産活動やその他の活動の機会の提

供及び就労に必要な知識、能力の向上のために必要な訓練を行うサービスです。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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(７) 就労定着支援 

就労移行支援等の利用を経て一般就労に移行した障害者で、就労に伴う環境変化等により生

活面に課題が生じている人に対し、企業や関係機関と連携して問題解決を図るための支援を行

うサービスです。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

 

（８） 共同生活援助（グループホーム） 

主に夜間に、共同生活を営むべき住居において、相談その他の日常生活上の援助を行う   

サービスです。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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（９） 自立生活援助 

障害者支援施設やグループホーム等を利用していた障害者で、一人暮らしを希望する人に 

対して、一定期間定期的に利用者の居宅を訪問して生活状態を確認し、必要な助言や医療機関

等との連絡調整を行います。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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3 相談支援 

障害者総合支援法では、基本相談支援、計画相談支援、地域相談支援（地域移行支援、地域

定着支援）の３つを相談支援と定めています。 

 

（1） 計画相談支援 

全ての障害福祉サービス及び地域相談支援の利用者を対象に、サービス等の利用計画の作

成とモニタリングを実施します。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

（2） 地域移行支援 

福祉施設の入所者及び入院中の精神障害者が地域生活へ移行するために、重点的な支援を

必要とする人に住宅の確保その他の地域における生活に移行するための活動に関する相談など

を実施します。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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（3） 地域定着支援 

地域における単身の障害者や、家族の状況等により同居している家族による支援を受けられ 

ない障害者や、地域生活移行者を対象に、常時の連絡体制を確保し、緊急の事態等の相談など

を行います。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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第2節 障害児への福祉サービス 

1 障害児通所支援 

児童福祉法では、児童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等訪問支援及び居宅訪問型

児童発達支援を障害児通所支援と定めています。 

 

（1） 児童発達支援 

就学前の子どもに対して、日常生活における基本的な動作の指導とともに、知識技能の付与、

集団生活への適応訓練などの支援を行います。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

（２） 放課後等デイサービス 

就学中の障害のある子どもを対象として、放課後や夏休み等の長期休暇中に、生活能力の向

上のための訓練等を継続的に提供することで、自立の促進と居場所づくりを推進します。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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（4） 保育所等訪問支援 

障害児のことを熟知している児童指導員や保育士が、保育所等を２週間に１回程度訪問する 

ことで、障害児や保育所などのスタッフに対し、障害児が集団生活に適応するための専門的な 

支援を行います。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

 

（5） 居宅訪問型児童発達支援 

重度の障害等により外出が著しく困難な障害児に対して、居宅を訪問して発達支援を提供  

するサービスです。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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2 障害児相談支援 

障害児通所支援の利用申請手続きにおいて、障害児の心身の状況や置かれている環境、障害

児または保護者の意向などを踏まえて障害児支援利用計画案を作成し、支給決定後は、サービ

ス事業者等との連絡調整等を行うとともに、障害児支援利用計画の作成を行います。 

 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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第3節 地域生活支援事業 

1 必須事業 

（1） 理解促進研修・啓発事業（年間）  

障害者が日常生活及び社会生活をする上で生じる「社会的障壁」をなくすため、住民を対象

に、障害者に対する理解を深めるための研修会やイベントの開催、啓発活動などを行う事業で

す。 

つくば市では、障害者や高齢者、市民、児童及びボランティア団体が協力して、ともにスポーツ

やレクリエーション活動などを通じ、生きがいや健康づくり、社会参加の意欲と相互理解を深める

ことを目的に、毎年１０月に「おひさまサンサン生き生きまつり」を開催しています。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

（2） 自発的活動支援事業（年間）  

障害者やその家族、地域住民などが地域において自発的に行う各種活動を支援する事業で

す。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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（3） 相談支援事業 

障害者及び家族や介護者等からの相談に応じ、必要な情報の提供や助言を行うとともに、障

害者等に対する虐待の防止及びその早期発見のための関係機関との連絡調整その他の障害者

等の権利の擁護のために必要な援助を行う事業です。「基幹相談支援センター」「指定一般相談

支援事業者」「指定特定相談支援事業者」があります。 

 

ⅰ 基幹相談支援センター                                             

地域における相談支援の中核的な役割を担う機関として、相談支援に関する業務とともに、

地域の相談支援事業者間の連絡調整や、関係機関の連携の支援を総合的に行うことを目的と

したものです。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

ⅱ 指定一般相談支援事業者                                           

障害者の福祉全般の相談に応じる基本相談支援のほか、地域相談支援（地域移行支援、地

域定着支援）を行います。 

■ 前計画の実績 

  これまでと同様、４か所の事業所が県

の指定を受けて、一般相談支援事業を

実施しています。 

 

  

◆ 今後の見込み 
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ⅲ 指定特定相談支援事業者                                           

障害者の福祉全般の相談に応じる基本相談支援のほか、障害者が障害福祉サービスを利

用するにあたり、障害福祉サービス等利用計画の作成（サービス利用支援）や利用開始後、一

定期間ごとにモニタリングを行う（継続サービス利用支援）等の支援を行います。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

    

◆ 今後の見込み 
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（4） 成年後見制度利用支援事業 

成年後見制度の利用が有用であると認められる場合に、申立てに要する経費と成年後見人等

の報酬を助成する事業です。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

（5） 成年後見制度法人後見支援事業 

社会福祉法人やＮＰＯ法人などが成年後見人等になり、判断能力が不十分な人の保護・支援を

行う制度です。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

   

◆ 今後の見込み 
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（6） 意思疎通支援事業 

聴覚や言語・音声機能等の障害のため意思疎通及び日常生活の営みに支障をきたしている 

障害者に対し、意思疎通支援を行う者の派遣等を通じて意思疎通を支援する事業です。「手話通

訳者派遣事業」「要約筆記者派遣事業」「手話通訳者設置事業」「重度障害者等入院時コミュニケ

ーション支援事業」があります。 

ⅰ 手話通訳者派遣事業                                              

手話を必要とする聴覚障害者に、手話通訳者を派遣することで、意思の疎通と社会参加を

支援する事業です。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

    

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

 

ⅱ 要約筆記者派遣事業                                              

要約筆記を必要とする聴覚障害者に、要約筆記者を派遣することで、意思の疎通と社会参

加を支援する事業です。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

  



骨子案 
各論２ 第８期つくば市障害福祉計画 第４期つくば市障害児福祉計画 

第２章 福祉サービスの見込み量 

- 64 - 

 

ⅲ 手話通訳者設置事業                                              

庁舎内に手話通訳者を設置し、聴覚障害者等が来庁した際の意思疎通支援を行います。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

    

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

 

 

ⅳ 重度障害児等入院時コミュニケーション事業                               

意思疎通が困難で介護者がいない重度の障害者が入院した場合に、コミュニケーション支

援員を入院先に派遣し、入院時の意思疎通を支援する事業です。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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（7） 日常生活用具給付等事業 

在宅で生活している障害者に、日常生活を円滑に過ごすための用具を支給するものです。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

                                       

                                    

  

令和９ 令和１０ 令和１１

(2027) (2028) (2029)
年度 年度 年度

0 0 0

計画値 利用件数（件）

計画値 利用件数（件）

計画値 利用件数（件）

計画値 利用件数（件）

計画値 利用件数（件）

計画値 利用件数（件）

計画値 利用件数（件）合計

居宅生活 動作 支援用具

排せつ管理 支援用具

情報・ 意思疎通 支援用具

在宅療養等 支援用具

自立生活 支援用具

介護・訓練 支援用具
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（8） 手話奉仕員養成研修事業 

手話奉仕員養成研修事業は、手話奉仕員を養成するため、入門コースと基礎コースのそれ  

ぞれ年間３０回にわたる講座を実施しています。講座の３分の２回以上出席した方に修了証を  

お渡ししています。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆ 今後の見込み 

 

  



骨子案 
各論２ 第８期つくば市障害福祉計画 第４期つくば市障害児福祉計画 

第２章 福祉サービスの見込み量 

- 67 - 

（9） 移動支援事業 

障害者の外出時に、移動に係る支援を行う事業です。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

  

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

 

（10） 地域活動支援センター機能強化事業 

障害者が通い、創作的活動または生産活動の提供、社会との交流の促進等の便宜を図る事業

です。「Ⅰ型」「Ⅱ型」「Ⅲ型」があります。 

ⅰ 地域活動支援センター（Ⅰ型）                                        

専門職員を配置して、医療・福祉及び地域との連携強化のための調整や地域住民ボランティ

ア育成等を実施し、相談支援事業をあわせて実施しているものです。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

   

◆ 今後の見込み 
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ⅱ 地域活動支援センター（Ⅱ型）                                         

地域において雇用・就労が困難な在宅での障害者に対して、機能訓練や社会適応訓練等の

サービスを実施する事業です。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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2 任意事業 

（1） 日中一時預かりサービス事業 

障害者の日中における活動を確保し、家族の介護の負担の軽減を目的とする事業です。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

 

 

 

 

 

（2） 重度身体障害者訪問入浴サービス事業 

入浴に介助を必要とする重度身体障害者を対象に、在宅で入浴サービスを行う事業です。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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3 地域生活支援促進事業 

（1） 障害者虐待防止対策支援事業（年間） 

障害者虐待の未然防止や早期発見、迅速な対応、その後の適切な支援を行うため、障害福祉

課内に「つくば市障害者虐待防止センター」を設置し、相談または通報の受理、障害者の安全  

確認及び事実確認を行っています。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

◆ 今後の見込み 

   

 

 

 

 

（2） 重度訪問介護利用者の大学修学支援事業 

重度障害者が修学するために必要な支援体制を大学が構築できるまでの間において、重度訪

問介護利用者の通学及び学内での身体介助等を支援し、障害者の社会参加を促進します。 

■ 前計画の実績 

 

 

 

 

 

◆ 今後の見込み 
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（3） 雇用施策との連携による重度障害者等就労支援特別事業 

企業等に就労する重度障害者が雇用施策による補助金等を活用してもなお就労に支障が残る

場合や重度障害者が自営業等として働く場合に必要となる通勤や職場等における障害者への支

援を確保し、就労を諦めていた重度障害者等の就労機会の拡大と就労継続をサポートします。 

■ 前計画の実績 

      

  

 

 

◆ 今後の見込み 
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第3章 令和１１年度（２０２９年度）における目標値 
 

「第７期つくば市障害福祉計画」「第３期つくば市障害児福祉計画」で成果目標、活動指標を設定した

ものについて評価を行い、令和１１年度（202９年度）における目標値を設定しました。 

 

目標1 施設入所者の地域生活への移行 

目標2 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築 

目標3 地域生活支援の充実 

目標4 障害児支援の提供体制の整備等 

目標5 相談支援体制の充実・強化等 

目標6 障害福祉サービス等の質を向上させる取組みに係る体制の構築 
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 １ 計画策定の経過 
 

日 程 内 容 

令和７年（2025年）９月24日

（水） 

令和７年度第１回つくば市障害者計画策定懇談会 

（１） つくば市障害者計画策定懇談会について      

（２） 第２期つくば市障害者プランの策定概要及びス

ケジュールについて   

（３） 第２期つくば市障害者プランの策定に向けたア

ンケート・ヒアリング案について 

令和７年（2025年）11月 関係団体ヒアリング調査の実施 

令和７年（2025年）12月８日

（月） 

～令和８年（2026年）１月13日

（火） 

障害福祉に関するアンケートの実施 

令和８年（2026年）３月26日

（月） 

令和７年度第２回つくば市障害者計画策定懇談会 

（１） つくば市障害者プランの進捗評価について      

（２） アンケート・ヒアリング調査報告について 

令和８年（2026年）６月29日

（月） 

令和８年度第１回つくば市障害者計画策定懇談会 

第２期つくば市障害者プランの骨子案について 

令和８年（2026年）９月 
令和８年度第２回つくば市障害者計画策定懇談会 

第２期つくば市障害者プラン改定版の素案について 

令和８年（2026年）12月８日

（火） 

～令和９年（2027年）１月７日

（木） 

パブリックコメントの実施 

令和９年（2027年）１月 

令和８年度第３回つくば市障害者計画策定懇談会 

パブリックコメントの実施結果報告およびつくば市

第２期つくば市障害者プランの最終案について 
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 ２ つくば市障害者計画策定懇談会開催要項 
 

（開催） 

第１条 市長は、障害者福祉施策に関し必要な検討を行うため、福祉関係や学識経験のある者の参

集を求め、つくば市障害者計画策定懇談会（以下「懇談会」という。）を開催する。 

（検討事項） 

  第２条 懇談会は、次の各号に掲げる事項について検討する。 

     （１） 障害福祉施策の総合的な推進に関すること。 

     （２） 障害者計画の策定、進行管理及び評価に関すること。 

     （３） 障害福祉計画の策定、進行管理及び評価に関すること。 

    （４） 障害児福祉計画の策定、進行管理及び評価に関すること。 

（構成） 

 第３条 懇談会は、市民、福祉関係、学識経験のある者のうちから、市長が選任した者15人以内を

もって構成する。 

 （任期） 

  第４条 委員の任期は、３年以内とする。ただし、委員が欠けた場合における後任者の任期は、前任

者の残任期間とする。 

 ２ 委員は、再任されることができる。 

（座長） 

  第５条 懇談会に座長を置き、委員の互選により定める。 

  ２ 座長は、懇談会を代表し会務を総理する。 

  ３ 座長に事故があるときは、あらかじめ座長が指名する委員がその職務を代理する。 

（会議） 

  第６条 懇談会の会議（以下「会議」という。）は、座長が招集する。 

  ２ 座長は、会議の議長となる。 

  ３ 座長は、会議の開催が困難であると認めるときは、全ての委員に対し書面又は電子メールにより

意見を求めることにより、会議の開催に代えることができる。 

（庶務） 

  第７条 懇談会の庶務は、福祉部障害福祉課において処理する。 

 

附 則 

この要項は、令和４年４月１日から施行する。 
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 ３ つくば市障害者計画策定懇談会委員名簿 
 

（敬称略） 

番号 役 職 氏 名 所属等 

１ 委員 浅 井  知 枝 市民代表（公募） 

２ 委員 末 森  明 夫 市民代表（公募） 

３ 委員 根 本  典 子 市民代表（公募） 

４ 委員 細 島  映 利 奈 市民代表（公募） 

５ 委員 細 田  忠 博 市民代表（公募） 

６ 委員 篠 﨑  純 一 施設（つくば総合福祉センター） 

７ 委員 武 田  真 浩 施設（筑峯学園） 

８ 委員 津 梅  光 子 施設（つくばライフサポートセンター） 

９ 委員 飯 島  弥 生 つくば市障害者自立支援協議会 

10 委員 後 藤  真 紀 つくば市福祉団体等連絡協議会 

11 委員 奈 良 部  和 子 つくば市福祉団体等連絡協議会 

12 座長 森 地   徹 学識経験者（筑波大学） 

13 副座長 磯 田  恭 子 学識経験者（筑波技術大学） 

14 委員 菊 地  奈 美 子 茨城県立つくば特別支援学校 

15 委員 菅 野  慎 也 つくば市社会福祉協議会 
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第２次つくば市障害者プラン 

第４次つくば市障害者計画 

第８期つくば市障害福祉計画・第４期つくば市障害児福祉計画 
令和９年（２０２７年）３月 

発行：つくば市 福祉部 障害福祉課 

〒305-8555 茨城県つくば市研究学園一丁目１番地１ 

電話029-883-1111（代） ＦＡＸ 029-868-7544 



現行 P2 骨子案 Ｐ１

各計画の根拠法令を表にまとめました。

追加資料 主な変更点

1



現行 記載なし 骨子案 P２

SDGsとの関係について追加しました。

追加資料 主な変更点

2



現行 P4 骨子案 P5

P18～35にアンケート結果の概要
P36～39にヒアリング調査結果の概要

アンケート、ヒアリングの調査概要を追加し、調査結
果については別途つくば市ホームページに掲載した
上で、URL及びQRコードを計画上に記載します。

追加資料 主な変更点

3



追加資料 主な変更点

4

現行 P4 骨子案 P5



追加資料 主な変更点

5

現行 P4 骨子案 P5

パブリックコメントの実施期間を追加しました。



追加資料 主な変更点

6

現行 P5 骨子案 P22

計画の基本理念を、計画の体系と関連付けるため、
「各論１ 第１章 計画の基本的な考え方」へ移動しまし
た。



追加資料 主な変更点

7

現行 P５、P40～44 骨子案 P６

P５
第１章 第７節 計画の推進

P40～44
第２章 第７節 第3次つくば市障害者計画の中間評価

「第１章 第６節 計画の推進体制」に統合しました。



追加資料 主な変更点

8

現行 P６ 骨子案 P10

精神障害について、自立支援医療（精神通院医療）受給者を
含めずに集計しました。



追加資料 主な変更点

9

現行 P17 骨子案 P21

新設の児童発達支援センター（名称未定）を追加しました。



追加資料 主な変更点

10

現行 P47 骨子案 P23

基本
理念

基本目標 施策の展開

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
共
生
社
会

基本目標１
権利擁護の推進・障害理解
の促進

基本目標２
安心・安全な暮らしの確保

基本目標３
保健・医療体制の充実

基本目標４
教育・療育の充実

基本目標５
自立した地域生活のための
支援の充実

基本目標６
雇用・就業、経済的自立に向
けた支援の充実

基本目標７
社会参加の促進

1-4 啓発活動の充実

1-1 成年後見制度と日常生活自立支援事業の充実

1-2 障害者虐待防止のための体制の充実・強化

1-3 差別の禁止

2-1 住宅政策の推進

2-2 都市施設・道路の整備

2-3 交通手段の確保

2-4 防災体制の充実

2-5 消費者被害等の未然防止

3-1 健康づくりの支援

3-2 精神医療体制の充実

3-3 保健・医療体制の整備

5-1 地域での支援体制の整備

5-2 地域拠点の整備

5-3 相談支援体制の充実・強化

5-4 日常生活支援の充実

5-５ 福祉人材の確保と育成

6-1 就労機会の充実

6-2 就労の場の確保

4-2 障害児への支援

4-4 インクルーシブ教育の普及

4-1 早期発見体制の充実

4-3 保護者やきょうだいへの支援

7-1 社会活動への参加と交流の促進

7-2 生涯学習の推進

7-３ ボランティア活動の促進

7-4 コミュニケーション手段の確保と情報利用の円滑化

7-５ 文化芸術・スポーツ・レクリエーション活動の充実



追加資料 主な変更点

11

現行 P48～71 骨子案 P24～42



追加資料 主な変更点

12

現行 P48～71 骨子案 P24～42



追加資料 フォント案 

 

 

13 
13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① UD デジタル 教科書体 N ② BIZ UDP 明朝 Medium 



追加資料 フォント案 

 

14 

 

 

 

 

 

 

③ BIZ UDP ゴシック 事務局案（① + ③） 



   追加資料 

事 務 局 名 簿 

 

福祉部 

部 長   根本 祥代 

 

         次 長   日下 永一 

 

 

障害福祉課 

 

課 長   岡田 治美 

 

        課長補佐   中村 央子 

 

統括医療技士   倉持 博子 

 

総合支援係長   海老原 恵梨子 

  

福祉サービス係長   松島 恵理 

  

福祉連携係長   松本 和香 

 

   福祉サービス係主任   角野 実沙子 

 

               近藤 秀将 

 

 

障害者地域支援室 

 

室長   飯田 強 
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